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(57)【要約】
【課題】フロントドアに設けられた装飾パネルを用いた
演出の演出効果を高めることができる遊技機を提供する
。
【解決手段】遊技機は、外装体２と、腰部パネル枠１８
２と、腰部パネル枠１８２に保持された装飾パネル１８
１と、リアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒと、ＬＥＤ８５と
、パネル用光源とを備える。外装体２は、筐体状に形成
され、前面に凹部を設けることにより形成された枠受け
部を有する。腰部パネル枠１８２は、外装体２の前面（
フロントドア）の枠受け部に配置され、外装体２の前面
よりも突出する。リアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒは、腰
部パネル枠１８２における背面側の端部に配置されてお
り、透明又は半透明の部材から形成されている。リアカ
バー用光源は、リアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒを介して
外装体２の枠受け部と腰部パネル枠１８２との間の間隙
に照射する光を出射する。パネル用光源は、装飾パネル
１８１に照射する光を出射する。
【選択図】図１６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体状に形成され、前面に凹部を設けることにより形成された枠受け部を有する外装体
と、
　前記外装体の前面の前記枠受け部に配置され、前記外装体の前面よりも突出するパネル
枠と、
　前記パネル枠に保持された装飾パネルと、
　前記パネル枠における背面側の端部に配置された透明又は半透明のリアカバーと、
　前記リアカバーを介して前記外装体の前記枠受け部と前記パネル枠との間の間隙に照射
する光を出射するリアカバー用光源と、
前記装飾パネルに照射する光を出射するパネル用光源と、
　を備える遊技機。
【請求項２】
　前記パネル枠は、横長の略長方形に形成されており、
　前記リアカバーは、前記パネル枠の上面と左右の側面に沿って設けられている請求項１
に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記リアカバー用光源及び前記パネル用光源は、前記パネル枠に取り付けられた複数の
基板に実装されている請求項１又は２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記パネル用光源は、前記リアカバー用光源を兼ねる請求項１～３のいずれか１項に記
載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筐体の前扉（フロントドア）に装飾パネルが設けられた遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な遊技機は、キャビネットと、このキャビネットに対して開閉可能に取り付けら
れる前扉（フロントドア）とを備えている。フロントドアには、メダル投入口、ＢＥＴボ
タン、スタートレバー、ストップボタンなどの遊技者による操作の対象となる各種操作部
が設けられている。
【０００３】
　また、遊技機としては、フロントドアに任意の画像が描かれた腰部パネルと、腰部パネ
ルを背面側から照明する照明部とを設けたものが知られている（特許文献１）。この特許
文献１に開示された遊技機の腰部パネルは、フロントドアの前面側から突出している。こ
のような遊技機によれば、機種名や役構成などの各種の情報を腰部パネルに表示して、遊
技者に提供することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２６９０１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に開示された遊技機では、装飾パネルを面発光させるもので
あり、演出効果が乏しかった。
【０００６】
　本発明の目的は、上記従来技術における実情を考慮し、外装体の前面（フロントドア）
に設けられた装飾パネルを用いた演出の演出効果を高めることができる遊技機を提供する



(3) JP 2013-188391 A 2013.9.26

10

20

30

40

50

ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の遊技機は、外装体と、パネル枠と、パネル枠に保持された装飾パネルと、リア
カバーと、リアカバー用光源と、パネル用光源とを備える。外装体は、筐体状に形成され
、前面に凹部を設けることにより形成された枠受け部を有する。パネル枠は、外装体の前
面の枠受け部に配置され、外装体の前面よりも突出する。リアカバーは、パネル枠におけ
る背面側の端部に配置されており、透明又は半透明の部材から形成されている。リアカバ
ー用光源は、リアカバーを介して外装体の枠受け部とパネル枠との間の間隙に照射する光
を出射する。パネル用光源は、装飾パネルに照射する光を出射する。
【０００８】
　上記構成の遊技機では、リアカバーを介して外装体の枠受け部とパネル枠との間の間隙
に光を照射する。これにより、パネル枠の周囲を発光させる演出を行うことができ、装飾
パネルを用いた演出の演出効果を高めることができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、外装体の前面（フロントドア）に設けられた装飾パネルを用いた演出
の演出効果を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態の遊技機における機能フローを説明する説明図である。
【図２】本発明の一実施形態の遊技機における外観構成例を示す斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態の遊技機における内部構造を示すものであり、ミドルドアを
閉じた状態の斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態の遊技機における内部構造を示すものであり、ミドルドアを
開けた状態の斜視図である。
【図５】本発明の一実施形態の遊技機におけるキャビネットの内部を示す説明図である。
【図６】本発明の一実施形態の遊技機におけるフロントドアの裏面側を示す説明図である
。
【図７】本発明の一実施形態の遊技機における制御系を示すブロック図である。
【図８】本発明の一実施形態の遊技機における主制御回路の構成例を示すブロック図であ
る。
【図９】本発明の一実施形態の遊技機における副制御回路の構成例を示すブロック図であ
る。
【図１０】本発明の一実施形態の遊技機における上パネルユニットの分解斜視図である。
【図１１】本発明の一実施形態の遊技機における上パネルユニットの装飾カバーの斜視図
である。
【図１２】本発明の一実施形態の遊技機におけるサイドパネルユニットを裏面側から見た
斜視図である。
【図１３】本発明の一実施形態の遊技機におけるサイドパネルユニットの分解斜視図であ
る。
【図１４】本発明の一実施形態の遊技機における腰部パネルユニットを正面側から見た斜
視図である。
【図１５】本発明の一実施形態の遊技機における腰部パネルユニットを裏面側から見た斜
視図である。
【図１６】本発明の一実施形態の遊技機における腰部パネルユニットからリアカバーを取
り外した状態を示す説明図である。
【図１７】本発明の一実施形態の遊技機におけるメダル受け入れユニットの斜視図である
。
【図１８】本発明の一実施形態の遊技機におけるメダル受け入れユニットの縦断面図であ
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る。
【図１９】本発明の一実施形態の遊技機におけるメダルトレイユニットの分解斜視図であ
る。
【図２０】本発明の一実施形態の遊技機におけるメダルトレイユニットの縦断面図である
。
【図２１】本発明の一実施形態の遊技機におけるキャビネット側スピーカの取付状態を示
す説明図である。
【図２２】本発明の一実施形態の遊技機におけるキャビネット側スピーカを背面側から見
た斜視図である。
【図２３】本発明の一実施形態の遊技機におけるキャビネット側スピーカの取付ブラケッ
トを示す説明図である。
【図２４】本発明の一実施形態の遊技機における主制御基板ユニットの斜視図である。
【図２５】本発明の一実施形態の遊技機における主制御基板ユニットの封印機構を分解し
た状態を示す斜視図である。
【図２６】本発明の一実施形態の遊技機における主制御基板ユニットの封印機構の横断面
図である。
【図２７】本発明の一実施形態の遊技機における主制御基板ユニットの封印シールの平面
図である。
【図２８】Ａ,Ｂ　本発明の一実施形態の遊技機における主制御基板ユニットの封印機構
による封印シールの切断を説明する説明図である。
【図２９】本発明の一実施形態の遊技機における主制御基板ユニットの光コネクタ用開口
部を示す説明図である。
【図３０】本発明の一実施形態の遊技機における主制御基板ユニットの蓋ケースを取り外
して光コネクタを見た状態の説明図である。
【図３１】本発明の一実施形態の遊技機における副制御基板ケースの側面を示す説明図で
ある。
【図３２】本発明の一実施形態の遊技機における副制御基板ケースの締結部材封印機構を
示す斜視図である。
【図３３】本発明の一実施形態の遊技機における副制御基板ケースの締結部材封印機構の
分解斜視図である。
【図３４】本発明の一実施形態の遊技機における副制御基板ケースの締結部材封印機構の
縦断面図である。
【図３５】本発明の一実施形態の遊技機におけるホッパー装置の斜視図である。
【図３６】本発明の一実施形態の遊技機におけるメダル補助収納庫の斜視図である。
【図３７】本発明の一実施形態の遊技機におけるメダル補助収納庫の貫通孔を底蓋で閉じ
た状態の説明図である。
【図３８】本発明の一実施形態の遊技機におけるメダル補助収納庫の底蓋を開いて貫通孔
を露出した状態の説明図である。
【図３９】本発明の一実施形態の遊技機における投入口部材のその他の例を示す斜視図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の基板ケース及び遊技機の実施の形態を示すパチスロについて、図１～図３９を
参照しながら説明する。はじめに、図１を参照して、遊技機の実施の形態に係る機能フロ
ーについて説明する。
【００１２】
　本実施の形態のパチスロでは、遊技を行うための遊技媒体としてメダルを用いる。なお
、遊技媒体としては、メダル以外にも、コイン、遊技球、遊技用のポイントデータ又はト
ークン等を適用することもできる。
【００１３】
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　遊技者によりメダルが投入され、スタートレバーが操作されると、予め定められた数値
の範囲（例えば、０～６５５３５）の乱数から１つの値（以下、乱数値）が抽出される。
【００１４】
　内部抽籤手段は、抽出された乱数値に基づいて抽籤を行い、内部当籤役を決定する。こ
の内部抽籤手段は、後述する主制御回路が担う。内部当籤役の決定により、後述の入賞判
定ラインに沿って表示を行うことを許可する図柄の組合せが決定される。なお、図柄の組
合せの種別としては、メダルの払い出し、再遊技の作動、ボーナスの作動等といった特典
が遊技者に与えられる「入賞」に係るものと、それ以外のいわゆる「ハズレ」に係るもの
とが設けられている。
【００１５】
　また、スタートレバーが操作されると、複数のリールの回転が行われる。その後、遊技
者によりストップボタンが押されると、リール停止制御手段は、内部当籤役とストップボ
タンが押されたタイミングとに基づいて、該当するリールの回転を停止する制御を行う。
このリール停止制御手段は、後述する主制御回路が担う。
【００１６】
　パチスロでは、基本的に、ストップボタンが押されたときから規定時間（１９０ｍｓｅ
ｃ）内に、該当するリールの回転を停止する制御が行われる。本実施の形態では、上記規
定時間内にリールの回転に伴って移動する図柄の数を「滑り駒数」と呼び、その最大数を
図柄４個分に定める。
【００１７】
　リール停止制御手段は、入賞に係る図柄の組合せの表示を許可する内部当籤役が決定さ
れているときは、上記規定時間を利用して、その図柄の組合せが入賞判定ラインに沿って
極力表示されるようにリールの回転を停止する。また、リール停止制御手段は、上記規定
時間を利用して、内部当籤役によってその表示が許可されていない図柄の組合せが入賞判
定ラインに沿って表示されないようにリールの回転を停止する。
【００１８】
　こうして、複数のリールの回転がすべて停止されると、入賞判定手段は、入賞判定ライ
ンに沿って表示された図柄の組合せが、入賞に係るものであるか否かの判定を行う。この
入賞判定手段は、後述する主制御回路が担う。入賞に係るものであるとの判定が行われる
と、メダルの払い出し等の特典が遊技者に与えられる。以上のような一連の流れがパチス
ロにおける１回の遊技として行われる。
【００１９】
　また、パチスロでは、前述した一連の流れの中で、液晶表示装置などの表示装置により
行う映像の表示、各種ランプにより行う光の出力、スピーカにより行う音の出力、或いは
これらの組合せを利用して様々な演出が行われる。
【００２０】
　スタートレバーが操作されると、前述の内部当籤役の決定に用いられた乱数値とは別に
、演出用の乱数値（以下、演出用乱数値）が抽出される。演出用乱数値が抽出されると、
演出内容決定手段は、内部当籤役に対応づけられた複数種類の演出内容の中から今回実行
するものを抽籤により決定する。この演出内容決定手段は、後述する副制御回路が担う。
【００２１】
　演出内容が決定されると、演出実行手段は、リールの回転が開始されるとき、各リール
の回転がそれぞれ停止されるとき、入賞の有無の判定が行われたとき等の各契機に連動さ
せて演出の実行を進める。この演出実行手段は、後述する副制御回路が担う。このように
、パチスロでは、内部当籤役に対応づけられた演出内容を実行することによって、決定さ
れた内部当籤役（言い換えると、狙うべき図柄の組合せ）を知る或いは予想する機会が遊
技者に提供され、遊技者の興味の向上が図られる。
【００２２】
＜パチスロの構造＞
　次に、図２～図５を参照して、一実施形態におけるパチスロ１の構造について説明する
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。
【００２３】
［外観構造］
　図２は、パチスロ１の外部構造を示す斜視図である。
【００２４】
　パチスロ１の外装体２は、リールや回路基板等を収容するキャビネット２ａと、キャビ
ネット２ａに対して開閉可能に取り付けられるフロントドア２ｂとを有している。
　キャビネット２ａの両側面には、把手７が設けられている。この把手７は、パチスロ１
を運搬するときに手をかける凹部である。
【００２５】
　キャビネット２ａの内部には、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが横並びに設けられてい
る。以下、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを、それぞれ左リール３Ｌ、中リール３Ｃ、右リー
ル３Ｒという。各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒは、円筒状に形成されたリール本体と、リール
本体の周面に装着された透光性のシート材を有している。シート材の表面には、複数（例
えば２１個）の図柄が周方向に沿って所定の間隔をあけて描かれている。
【００２６】
　フロントドア２ｂの中央よりも上側には、上パネルユニット１０と、液晶表示装置１１
が設けられている。上パネルユニット１０は、フロントドア２ｂの上部を形成している。
この上パネルユニット１０は、光源を有しており、光源から出射される光による演出を実
行する。液晶表示装置１１は、上パネルユニット１０の下側に配置されており、映像の表
示による演出を実行する。
【００２７】
　フロントドア２ｂの中央には、台座部１２が形成されている。この台座部１２には、図
柄表示領域４と、遊技者による操作の対象となる各種装置が設けられている。
【００２８】
　図柄表示領域４は、正面から見て３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに重畳する手前側に配
置されており、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに対応して設けられている。この図柄表示
領域４は、表示窓としての機能を果たすものであり、その背後に設けられた各リール３Ｌ
，３Ｃ，３Ｒを透過することが可能な構成になっている。以下、図柄表示領域４を、リー
ル表示窓４という。
【００２９】
　リール表示窓４は、その背後に設けられたリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転が停止された
とき、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの複数種類の図柄のうち、その枠内における上段、中段
及び下段の各領域にそれぞれ１個の図柄（合計で３個）を表示する。本実施の形態では、
リール表示窓４の各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに対向する上段、中段及び下段からなる３つ
の領域のうち予め定められたいずれかをそれぞれ組合せてなる擬似的なラインを、入賞か
否かの判定を行う対象となるライン（入賞判定ライン）として定義する。
【００３０】
　リール表示窓４は、台座部１２に設けられた枠部材１３により形成されている。この枠
部材１３は、リール表示窓４と、情報表示窓１４と、ストップボタン取付部１５を有して
いる。
【００３１】
　情報表示窓１４は、リール表示窓４の下部に連続して設けられており、上方に向かって
開口している。すなわち、リール表示窓４と情報表示窓１４は、連続する１つの開口部と
して形成されている。この情報表示窓１４及びリール表示窓４は、透明の窓カバー１６に
よって覆われている。
【００３２】
　窓カバー１６は、枠部材１３の内面側に配置されており、フロントドア２ｂの前面側か
ら取り外し不可能になっている。また、枠部材１３は、窓カバー１６を挟んで情報表示窓
１４の開口に対向するシート載置部１７を有している。そして、シート載置部１７と窓カ
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バー１６との間には、遊技に関する情報が記載されたシート部材（情報シート）が配置さ
れている。したがって、情報シートは、凹凸や隙間の無い滑らかな表面を有する窓カバー
１６により覆われている。
【００３３】
　情報シートの取付部を構成する窓カバー１６は、フロントドア２ｂの前面側から取り外
し不可能であり、凹凸や隙間の無い滑らかな表面であるため、情報シートの取付部を利用
して、パチスロ１の内部にアクセスする不正行為を防ぐことができる。
　なお、情報シートの交換については、後で図４を参照して説明する。
【００３４】
　本実施の形態では、リール表示窓４と情報表示窓１４を、連続する１つの開口部として
形成した。しかし、本発明の遊技機に係る情報表示窓は、リール表示窓の下方に設けられ
ていればよく、リール表示窓に連続していなくてもよい。すなわち、本発明の遊技機に係
るリール表示窓と情報表示窓は、上下方向に並ぶ２つの開口部として形成してもよい。
【００３５】
　ストップボタン取付部１５は、情報表示窓１４の下方に設けられており、正面を向いた
平面に形成されている。このストップボタン取付部１５には、ストップボタン１９Ｌ，１
９Ｃ，１９Ｒが貫通する貫通孔が設けられている。ストップボタン１９Ｌ，１９Ｃ，１９
Ｒは、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒのそれぞれに対応づけられ、対応するリールの回転
を停止するために設けられる。以下、ストップボタン１９Ｌ，１９Ｃ，１９Ｒを、それぞ
れ左ストップボタン１９Ｌ、中ストップボタン１９Ｃ、右ストップボタン１９Ｒという。
【００３６】
　ストップボタン１９Ｌ，１９Ｃ，１９Ｒは、遊技者による操作の対象となる各種装置の
一例を示す。また、台座部１２には、遊技者による操作の対象となる各種装置として、メ
ダル投入口２１、ＢＥＴボタン２２、スタートレバー２３が設けられている。
【００３７】
　メダル投入口２１は、遊技者によって外部から投下されるメダルを受け入れるために設
けられる。メダル投入口２１に受け入れられたメダルは、予め定められた規定数を上限と
して１回の遊技に投入されることとなり、規定数を超えた分はパチスロ１の内部に預ける
ことが可能となる（いわゆるクレジット機能）。
【００３８】
　ＢＥＴボタン２２は、パチスロ１の内部に預けられているメダルから１回の遊技に投入
する枚数を決定するために設けられる。スタートレバー２３は、全てのリール（３Ｌ，３
Ｃ，３Ｒ）の回転を開始するために設けられる。
【００３９】
　また、正面から見てリール表示窓４の左側方には、７セグメントＬＥＤ（Light Emitti
ng Diode）からなる７セグ表示器２４が設けられている。この７セグ表示器２４は、特典
として遊技者に対して払い出すメダルの枚数（以下、払出枚数）、パチスロ内部に預けら
れているメダルの枚数（以下、クレジット枚数）等の情報をデジタル表示する。
【００４０】
　台座部１２の両側には、サイドパネルユニット２６Ｌ，２６Ｒが設けられている。この
サイドパネルユニット２６Ｌ，２６Ｒは、それぞれ光源を有しており、光源から出射され
る光による演出を実行する。また、サイドパネルユニット２６Ｌの下方には、精算ボタン
２７が設けられている。この精算ボタン２７は、パチスロ１の内部に預けられているメダ
ルを外部に引き出すために設けられる。
【００４１】
　台座部１２の下方には、腰部パネルユニット３１が設けられている。腰部パネルユニッ
ト３１は、任意の画像が描かれた装飾パネルと、この装飾パネルを背面側から照明するた
めの光を出射する光源を有している。
【００４２】
　腰部パネルユニット３１の下方には、メダル払出口３２と、スピーカ用孔３３Ｌ，３３
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Ｒと、メダルトレイユニット３４が設けられている。メダル払出口３２は、後述のメダル
払出装置５１の駆動により排出されるメダルを外部に導く。メダル払出口３２から排出さ
れたメダルは、メダルトレイユニット３４に貯められる。スピーカ用孔３３Ｌ，３３Ｒは
、演出内容に応じた効果音や楽曲等の音を出力するために設けられている。
【００４３】
［内部構造］
　図３及び図４は、パチスロ１の内部構造を示す斜視図である。この図３では、フロント
ドア２ｂが開放され、フロントドア２ｂの裏面側に設けられたミドルドア４１がフロント
ドア２ｂに対して閉じた状態を示している。また、図４では、フロントドア２ｂが開放さ
れ、ミドルドア４１がフロントドア２ｂに対して開いた状態を示している。
　また、図５は、キャビネット２ａの内部を示す説明図である。図６は、フロントドア２
ｂの裏面側を示す説明図である。
【００４４】
　キャビネット２ａは、上面板２０ａと、底面板２０ｂと、左右の側面板２０ｃ，２０ｄ
と、背面板２０ｅを有している（図５参照）。キャビネット２ａ内部の上側には、キャビ
ネット側スピーカ４２が配設されている。このキャビネット側スピーカ４２は、取付ブラ
ケット４３Ｌ，４３Ｒを介してキャビネット２ａの背面板２０ｅに取り付けられている。
キャビネット側スピーカ４２は、例えば、効果音を出力するためのスピーカである。
【００４５】
　キャビネット２ａ内部を正面から見て、キャビネット側スピーカ４２の左側方には、キ
ャビネット側中継基板４４が配設されている。このキャビネット側中継基板４４は、キャ
ビネット２ａの左側面板２０ｃに取り付けられている。キャビネット側中継基板４４は、
ミドルドア４１（図３及び図４参照）に取り付けられた後述する主制御基板７１（図７参
照）と、ホッパー装置５１、遊技メダル補助収納庫スイッチ（不図示）、メダル払出カウ
ントスイッチ（不図示）とを接続する配線の中継を行う。
【００４６】
　キャビネット２ａ内部の中央部には、キャビネット側スピーカ４２による音の出力を制
御するアンプ基板４５が配設されている。このアンプ基板４５は、左右の側面板２０ｃ，
２０ｄに固定された取付棚４６に取り付けられている。
【００４７】
　また、キャビネット２ａ内部を正面から見て、アンプ基板４５の右側には、外部集中端
子板４７が配設されている。この外部集中端子板４７は、キャビネット２ａの右側面板２
０ｄに取り付けられている。外部集中端子板４７は、メダル投入信号、メダル払出信号及
びセキュリティー信号などの信号をパチスロ１の外部へ出力するために設けられている。
【００４８】
　キャビネット２ａ内部を正面から見て、アンプ基板４５の左側には、サブ電源装置４８
が配設されている。このサブ電源装置４８は、キャビネット２ａの左側面板２０ｃに取り
付けられている。サブ電源装置４８は、交流電圧１００Ｖの電力を後述する電源装置５３
に供給する。また、交流電圧１００Ｖの電力を直流電圧の電力に変換して、アンプ基板４
５に供給する。
【００４９】
　キャビネット２ａの内部の下側には、メダル払出装置（以下、ホッパー装置）５１と、
メダル補助収納庫５２と、電源装置５３が配設されている。
【００５０】
　ホッパー装置５１は、キャビネット２ａにおける底面板２０ｂの中央部に取り付けられ
ている。このホッパー装置５１は、多量のメダルを収容可能で、それらを１枚ずつ排出可
能な構造を有する。ホッパー装置５１は、貯留されたメダルが例えば５０枚を超えたとき
、又は精算ボタンが押圧されてメダルの精算を行うときに、メダルを払い出す。ホッパー
装置５１によって払い出されたメダルは、メダル払出口３２（図２参照）から排出される
。
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【００５１】
　メダル補助収納庫５２は、ホッパー装置５１から溢れ出たメダルを収納する。このメダ
ル補助収納庫５２は、キャビネット２ａ内部を正面から見て、ホッパー装置５１の右側に
配置されている。メダル補助収納庫５２は、キャビネット２ａの底面板２０ｂに係合され
ており、底面板２０ｂに対して着脱可能に構成されている。
【００５２】
　電源装置５３は、電源スイッチ５３ａと、電源基板５３ｂを有している（図７参照）。
この電源装置５３は、キャビネット２ａ内部を正面から見て、ホッパー装置５１の左側に
配置されており、左側面板２０ｃに取り付けられている。電源装置５３は、サブ電源装置
４８から供給された交流電圧１００Ｖの電力を各部で必要な直流電圧の電力に変換して、
変換した電力を各部へ供給する。
【００５３】
　図３，図４及び図６に示すように、ミドルドア４１は、フロントドア２ｂの裏面におけ
る中央部に配置され、リール表示窓４（図４参照）を裏側から開閉可能に構成されている
。ミドルドア４１の上部と下部には、ドアストッパ４１ａ，４１ｂ，４１ｃが設けられて
いる。このドアストッパ４１ａ，４１ｂ，４１ｃは、リール表示窓４を裏側から閉じた状
態のミドルドア４１の開動作を固定（禁止）する。すなわち、ミドルドア４１を開くには
、ドアストッパ４１ａ，４１ｂ，４１ｃを回転させてミドルドア４１の固定を解除する必
要がある。
【００５４】
　ミドルドア４１には、主制御基板７１（図７参照）を収納した主制御基板ケース５５と
、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが取り付けられている。３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ
には、所定の減速比をもったギアを介してステッピングモータが接続されている。
【００５５】
　図４に示すように、ミドルドア４１を開くと、窓カバー１６の裏面とシート載置部１７
が露出される。上述したように、窓カバー１６の裏面とシート載置部１７との間には、遊
技に関する情報が記載された情報シートが配置されている。この情報シートは、ミドルド
ア４１を開いて窓カバー１６の裏面とシート載置部１７を露出させた状態で、窓カバー１
６の裏面とシート載置部１７との間に形成された間隙に挿入される。また、情報シートを
交換する場合も、ミドルドア４１を開いてから情報シートの交換作業が行われる。
【００５６】
　主制御基板ケース５５には、設定用鍵型スイッチ５６が設けられている。この設定用鍵
型スイッチ５６は、パチスロ１の設定を変更もしくはパチスロ１の設定の確認を行うとき
に使用する。
　本実施の形態では、主制御基板ケース５５と、この主制御基板ケース５５に収納された
主制御基板７１により、主制御基板ユニットが構成されている。
【００５７】
　主制御基板ケース５５に収納された主制御基板７１は、後述する主制御回路９１（図８
参照）を構成する。主制御回路９１は、内部当籤役の決定、リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回
転及び停止、入賞の有無の判定といった、パチスロ１における遊技の主な流れを制御する
回路である。主制御回路９１の具体的な構成は後述する。
【００５８】
　ミドルドア４１の上方には、副制御基板７２（図７参照）を収容する副制御基板ケース
５７が配設されている。副制御基板ケース５７に収納された副制御基板７２は、副制御回
路１０１（図９参照）を構成する。この副制御回路１０１は、映像の表示等による演出の
実行を制御する回路である。副制御回路１０１の具体的な構成は後述する。
【００５９】
　副制御基板ケース５７の上方には、センタースピーカ５８が配設されている。そして、
フロントドア２ｂを裏面側から見て、センタースピーカ５８の左側方には、ファン５９が
配設されている。つまり、ファン５９は、フロントドア２ｂの裏面側における上部に配設
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されている。このファン５９は、下向きに空気を送風し、パチスロ１の内部を空冷する。
【００６０】
　フロントドア２ｂを裏面側から見て、副制御基板ケース５７の右側方には、副中継基板
６１が配設されている。この副中継基板６１は、副制御基板７２と主制御基板７１とを接
続する配線を中継する。また、副制御基板７２と副制御基板７２の周辺に配設された基板
とを接続する配線を中継する基板である。なお、副制御基板７２の周辺に配設される基板
としては、後述するＬＥＤ基板６２Ａ，６２Ｂが挙げられる。
【００６１】
　ＬＥＤ基板６２Ａ，６２Ｂは、フロントドア２ｂの裏面側から見て、副制御基板ケース
５７の上方に配設されている。これらＬＥＤ基板６２Ａ，６２Ｂは、副制御回路１０１（
図８参照）の制御により実行される演出に応じて、光源の一具体例を示すＬＥＤ（Light 
Emitting Diode）８５（図７参照）を発光させて、点滅パターンを表示する。なお、本実
施の形態のパチスロ１には、ＬＥＤ基板６２Ａ，６２Ｂ以外に複数のＬＥＤ基板を備えて
いる。
【００６２】
　副中継基板６１の下方には、２４ｈドア開閉監視ユニット６３が配設されている。この
２４ｈドア開閉監視ユニット６３は、ミドルドア４１の開閉の履歴を保存する。また、ミ
ドルドア４１を開放したときに、液晶表示装置１１にエラー表示を行うための信号を副制
御基板７２（副制御回路１０１）に出力する。
【００６３】
　ミドルドア４１の下方には、ボードスピーカ６４と、下部スピーカ６５Ｌ，６５Ｒが配
設されている。ボードスピーカ６４は、腰部パネルユニット３１（図２参照）に対向して
おり、下部スピーカ６５Ｌ，６５Ｒは、それぞれスピーカ用孔３３Ｌ，３３Ｒ（図２参照
）に対向している。
【００６４】
　下部スピーカ６５Ｌの上方には、セレクタ６６と、ドア開閉監視スイッチ６７が配設さ
れている。セレクタ６６は、メダルの材質や形状等が適正であるか否かを選別する装置で
あり、メダル投入口２１に投入された適正なメダルをホッパー装置５１へ案内する。セレ
クタ６６内においてメダルが通過する経路上には、適正なメダルが通過したことを検出す
るメダルセンサ（不図示）が設けられている。
【００６５】
　ドア開閉監視スイッチ６７は、フロントドア２ｂを裏面側から見て、セレクタ６６の左
側方に配置されている。このドア開閉監視スイッチ６７は、パチスロ１の外部へ、フロン
トドア２ｂの開閉を報知するためのセキュリティー信号を出力する。
【００６６】
　また、リール表示窓４の下方であってミドルドア４１により開閉される領域には、ドア
中継端子板６８が配設されている（図４参照）。このドア中継端子板６８は、主制御基板
ケース５５内の主制御基板７１（図７参照）と、各種のボタンやスイッチ、副制御基板７
２（図７参照）、セレクタ６６及び遊技動作表示基板８１（図７参照）との配線を中継す
る基板である。なお、各種のボタン及びスイッチとしては、例えば、ＢＥＴボタン２２、
精算ボタン２７、ドア開閉監視スイッチ６７、後述するＢＥＴスイッチ７７、スタートス
イッチ７９等を挙げることができる。
【００６７】
＜パチスロが備える制御系＞
　次に、パチスロ１が備える制御系について、図７を参照して説明する。
　図７は、パチスロ１の制御系を示すブロック図である。
【００６８】
　パチスロ１は、ミドルドア４１に配設された主制御基板７１と、フロントドア２ｂに配
設された副制御基板７２を有している。
　主制御基板７１には、リール中継端子板７４と、設定用鍵型スイッチ５６と、外部集中
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端子板４７と、ホッパー装置５１と、メダル補助収納庫スイッチ７５と、電源装置５３の
電源基板５３ｂが接続されている。設定用鍵型スイッチ５６、外部集中端子板４７、ホッ
パー装置５１及びメダル補助収納庫スイッチ７５は、キャビネット側中継基板４４を介し
て主制御基板７１に接続されている。外部集中端子板４７及びホッパー装置５１について
は、上述したため、説明を省略する。
【００６９】
　リール中継端子板７４は、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒのリール本体の内側に配設されて
いる。このリール中継端子板７４は、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒのステッピングモータ（
不図示）に電気的に接続されており、主制御基板７１からステッピングモータに出力され
る信号を中継する。
【００７０】
　メダル補助収納庫スイッチ７５は、メダル補助収納庫５２の後述するスイッチ貫通孔を
貫通している。このメダル補助収納庫スイッチ７５は、メダル補助収納庫５２がメダルで
満杯になっているか否かを検出する。
【００７１】
　電源装置５３の電源基板５３ｂには、電源スイッチ５３ａが接続されている。この電源
スイッチ５３ａは、パチスロ１に必要な電源を供給するときにＯＮにする。
【００７２】
　また、主制御基板７１には、ドア中継端子板６８を介して、セレクタ６６、ドア開閉監
視スイッチ６７、ＢＥＴスイッチ７７、精算スイッチ７８、スタートスイッチ７９、スト
ップスイッチ基板８０、遊技動作表示基板８１及び副中継基板６１が接続されている。セ
レクタ６６、ドア開閉監視スイッチ６７及び副中継基板６１については、上述したため、
説明を省略する。
【００７３】
　ＢＥＴスイッチ７７は、ＢＥＴボタン２２が遊技者により押されたことを検出する。精
算スイッチ７８は、精算ボタン２７が遊技者により押されたことを検出する。スタートス
イッチ７９は、スタートレバー２３が遊技者により操作されたこと（開始操作）を検出す
る。
【００７４】
　ストップスイッチ基板８０は、回転しているリールを停止させるための回路と、停止可
能なリールをＬＥＤなどにより表示するための回路を構成する基板である。このストップ
スイッチ基板８０には、ストップスイッチが設けられている。ストップスイッチは、各ス
トップボタン１９Ｌ，１９Ｃ，１９Ｒが遊技者により押されたこと（停止操作）を検出す
る。
【００７５】
　遊技動作表示基板８１は、メダルの投入を受け付けるとき、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，
３Ｒが回動可能なとき及び再遊技を行うときに、投入されたメダルの枚数を７セグ表示器
２４に表示させるための基板である。この遊技動作表示基板８１には、７セグ表示器２４
とＬＥＤ８２が接続されている。ＬＥＤ８２は、例えば、遊技の開始を表示するマークや
再遊技を行うマークなどを点灯させる。
【００７６】
　副制御基板７２は、ドア中継端子板６８と副中継基板６１を介して主制御基板７１に接
続されている。この副制御基板７２には、副中継基板６１を介して、サウンドＩ／Ｏ基板
８４、ＬＥＤ基板６２Ａ，６２Ｂ、２４ｈドア開閉監視ユニット６３が接続されている。
これらＬＥＤ基板６２Ａ，６２Ｂ及び２４ｈドア開閉監視ユニット６３については、上述
したため、説明を省略する。
【００７７】
　サウンドＩ／Ｏ基板８４は、センタースピーカ５８、ボードスピーカ６４、下部スピー
カ６５Ｌ，６５Ｒ及びフロントドア２ｂに設けられた不図示のスピーカへの音声の出力を
行う。
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【００７８】
　また、副制御基板７２には、ロムカートリッジ基板８６と、液晶中継基板８７が接続さ
れている。これらロムカートリッジ基板８６及び液晶中継基板８７は、副制御基板７２と
共に副制御基板ケース５７に収納されている。
　ロムカートリッジ基板８６は、演出用の画像（映像）、音声、ＬＥＤ基板６２Ａ，６２
Ｂ及びその他のＬＥＤ基板（不図示）、通信のデータを管理するための基板である。液晶
中継基板８７は、副制御基板７２と液晶表示装置１１とを接続する配線を中継する基板で
ある。
【００７９】
＜主制御回路＞
　次に、主制御基板７１により構成される主制御回路９１について、図８を参照して説明
する。
　図８は、パチスロ１の主制御回路９１の構成例を示すブロック図である。
【００８０】
　主制御回路９１は、主制御基板７１上に設置されたマイクロコンピュータ９２を主たる
構成要素としている。マイクロコンピュータ９２は、メインＣＰＵ９３、メインＲＯＭ９
４及びメインＲＡＭ９５により構成される。
【００８１】
　メインＲＯＭ９４には、メインＣＰＵ９３により実行される制御プログラム、データテ
ーブル、副制御回路１０１に対して各種制御指令（コマンド）を送信するためのデータ等
が記憶されている。メインＲＡＭ９５には、制御プログラムの実行により決定された内部
当籤役等の各種データを格納する格納領域が設けられる。
【００８２】
　メインＣＰＵ９３には、クロックパルス発生回路９６、分周器９７、乱数発生器９８及
びサンプリング回路９９が接続されている。クロックパルス発生回路９６及び分周器９７
は、クロックパルスを発生する。メインＣＰＵ９３は、発生されたクロックパルスに基づ
いて、制御プログラムを実行する。乱数発生器９８は、予め定められた範囲の乱数（例え
ば、０～６５５３５）を発生する。サンプリング回路９９は、発生された乱数の中から１
つの値を抽出する。
【００８３】
　メインＣＰＵ９３は、リールインデックスを検出してから各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの
ステッピングモータに対してパルスを出力した回数をカウントする。これにより、メイン
ＣＰＵ９３は、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転角度（主に、リールが図柄何個分だけ回
転したか）を管理する。
　なお、リールインデックスとは、リールが一回転したことを示す情報である。このリー
ルインデックスは、例えば、発光部及び受光部を有する光センサと、各リール３Ｌ，３Ｃ
，３Ｒの所定の位置に設けられ、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転により発光部と受光部
との間に介在される検知片を備えたリール位置検出部（不図示）により検出する。
【００８４】
　ここで、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転角度の管理について、具体的に説明する。ス
テッピングモータに対して出力されたパルスの数は、メインＲＡＭ９５に設けられたパル
スカウンタによって計数される。そして、図柄１つ分の回転に必要な所定回数（例えば１
６回）のパルスの出力がパルスカウンタで計数される毎に、メインＲＡＭ９５に設けられ
た図柄カウンタが１ずつ加算される。図柄カウンタは、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに応じ
て設けられている。図柄カウンタの値は、リール位置検出部（不図示）によってリールイ
ンデックスが検出されるとクリアされる。
【００８５】
　つまり、本実施の形態では、図柄カウンタを管理することにより、リールインデックス
が検出されてから図柄何個分の回転が行われたのかを管理するようになっている。したが
って、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの各図柄の位置は、リールインデックスが検出される位
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置を基準として検出される。
【００８６】
　上述したように、本実施の形態では、滑り駒数の最大数を図柄４個分に定めている。し
たがって、左ストップボタン１９Ｌが押されたときにリール表示窓４の中段にある左リー
ル３Ｌの図柄と、その４個先の図柄までの範囲内にある各図柄が、リール表示窓４の中段
に停止可能な図柄となる。
【００８７】
＜副制御回路＞
　次に、副制御基板７２により構成される副制御回路１０１について、図９を参照して説
明する。
　図９は、パチスロ１の副制御回路１０１の構成例を示すブロック図である。
【００８８】
　副制御回路１０１は、主制御回路９１と電気的に接続されており、主制御回路９１から
送信されるコマンドに基づいて演出内容の決定や実行等の処理を行う。副制御回路１０１
は、基本的に、サブＣＰＵ１０２、サブＲＡＭ１０３、レンダリングプロセッサ１０４、
描画用ＲＡＭ１０５、ドライバ１０６を含んで構成されている。
【００８９】
　サブＣＰＵ１０２は、主制御回路９１から送信されたコマンドに応じて、ロムカートリ
ッジ基板８６に記憶されている制御プログラムに従い、映像、音、光の出力の制御を行う
。ロムカートリッジ基板８６は、基本的に、プログラム記憶領域とデータ記憶領域によっ
て構成される。
【００９０】
　プログラム記憶領域には、サブＣＰＵ１０２が実行する制御プログラムが記憶されてい
る。例えば、制御プログラムには、主制御回路９１との通信を制御するための主基板通信
タスクや、演出用乱数値を抽出し、演出内容（演出データ）の決定及び登録を行うための
演出登録タスクが含まれる。また、決定した演出内容に基づいて液晶表示装置１１（図６
参照）による映像の表示を制御する描画制御タスク、ＬＥＤ８５等の光源による光の出力
を制御するランプ制御タスク、スピーカ５８，６４，６５Ｌ，６５Ｒ等のスピーカによる
音の出力を制御する音声制御タスク等が含まれる。
【００９１】
　データ記憶領域は、各種データテーブルを記憶する記憶領域、各演出内容を構成する演
出データを記憶する記憶領域、映像の作成に関するアニメーションデータを記憶する記憶
領域が含まれている。また、ＢＧＭや効果音に関するサウンドデータを記憶する記憶領域
、光の点消灯のパターンに関するランプデータを記憶する記憶領域等が含まれている。
【００９２】
　サブＲＡＭ１０３は、決定された演出内容や演出データを登録する格納領域や、主制御
回路９１から送信される内部当籤役等の各種データを格納する格納領域が設けられている
。
【００９３】
　サブＣＰＵ１０２、レンダリングプロセッサ１０４、描画用ＲＡＭ（フレームバッファ
を含む）１０５及びドライバ１０６は、演出内容により指定されたアニメーションデータ
に従って映像を作成し、作成した映像を液晶表示装置１１に表示させる。
【００９４】
　また、サブＣＰＵ１０２は、演出内容により指定されたサウンドデータに従ってＢＧＭ
などの音をスピーカ５８，６４，６５Ｌ，６５Ｒ等のスピーカにより出力させる。また、
サブＣＰＵ１０２は、演出内容により指定されたランプデータに従ってＬＥＤ８５等の光
源の点灯及び消灯を制御する。
【００９５】
＜上パネルユニットの構成＞
　次に、上パネルユニット１０の構成について、図１０及び図１１を参照して説明する。
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　図１０は、上パネルユニット１０の分解斜視図である。図１１は、上パネルユニット１
０の後述する装飾カバー１１４Ｒの斜視図である。
【００９６】
　図１０に示すように、上パネルユニット１０は、スピーカ取付ベース１１１と、上パネ
ル枠１１２と、光学シート１１３Ｌ，１１３Ｒと、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒとを備
えている。装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒは、本発明の遊技機に係るカバー体の一具体例
を示すものである。
【００９７】
　スピーカ取付ベース１１１は、ベース部材１１６と、このベース部材１１６に取り付け
られたセンタースピーカ５８及び複数のＬＥＤ８５とを有している。ベース部材１１６は
、横長の略長方形に形成された板状の部材であり、上パネル枠１１２の内側に固定される
。このベース部材１１６における上パネル枠１１２に対向する面の中央部には、センター
スピーカ５８が固定されている。
【００９８】
　ベース部材１１６の上パネル枠１１２に対向する面を正面から見て、センタースピーカ
５８の左側方には、装飾カバー１１４Ｌを取り付けるためのカバー取付部１１７Ａ，１１
７Ｂが形成されている。また、センタースピーカ５８の右側方には、装飾カバー１１４Ｒ
を取り付けるためのカバー取付部１１８Ａ，１１８Ｂが形成されている。
【００９９】
　カバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ，１１８Ｂは、同様の構成を有しており、
ベース部材１１６の上パネル枠１１２に対向する面から突出して形成されている。これら
カバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ，１１８Ｂには、それぞれ係合凹部１１９が
設けられている。この係合凹部１１９は、ベース部材１１６の上パネル枠１１２に対向す
る面に平行な断面の形状が略四角形に形成されている。
【０１００】
　カバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂの係合凹部１１９には、装飾カバー１１４Ｌの後述す
る係合爪１２６Ａ，１２６Ｂが挿入される。また、カバー取付部１１８Ａ，１１８Ｂの係
合凹部１１９には、装飾カバー１１４Ｒの後述する係合爪１２８Ａ，１２８Ｂが挿入され
る。
【０１０１】
　なお、ベース部材１１６には、カバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ，１１８Ｂ
の係合凹部１１９に連通する貫通孔（不図示）が設けられている。この貫通孔には、装飾
カバー１１４Ｌ，１１４Ｒをカバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ，１１８Ｂに固
定するためのねじが貫通する。
【０１０２】
　複数のＬＥＤ８５は、ベース部材１１６の上パネル枠１１２に対向する面側に露出され
ている。複数のＬＥＤ８５は、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒと、上パネル枠１１２の後
述する上部電飾カバー１２２，１２３Ａ，１２３Ｂとに対向する位置に適当な数で割り当
てられて配置されている。
【０１０３】
　上パネル枠１１２の内側には、スピーカ取付ベース１１１が取り付けられる。上パネル
枠１１２は、スピーカ取付ベース１１１を覆う大きさに設定された枠本体１２１と、枠本
体１２１に取り付けられた上部電飾カバー１２２，１２３Ａ，１２３Ｂから構成されてい
る。枠本体１２１は、センタースピーカ５８を露出させるためのスピーカ用孔１２１ａと
、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒに覆われるカバー用孔１２１ｂ，１２１ｃを有している
。
【０１０４】
　上部電飾カバー１２２，１２３Ａ，１２３Ｂは、スピーカ用孔１２１ａ及びカバー用孔
１２１ｂ，１２１ｃの上方に設けられている。枠本体１２１の上部電飾カバー１２２，１
２３Ａ，１２３Ｂに対向する部分は、不図示の上部電飾カバー用孔が形成されており、上
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部電飾カバー１２２，１２３Ａ，１２３Ｂは、枠本体１２１における上部電飾カバー用孔
の周囲に嵌合されている。上部電飾カバー１２２，１２３Ａ，１２３Ｂは、透明又は半透
明の樹脂により形成されており、対向するＬＥＤ８５から出射される光を透過させる。
【０１０５】
　光学シート１１３Ｌ，１１３Ｒは、カバー用孔１２１ｂ，１２１ｃに対向する複数のＬ
ＥＤ８５と装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒとの間に介在される。この光学シート１１３Ｌ
，１１３Ｒは、上パネル枠１１２におけるカバー用孔１２１ｂ，１２１ｃの平面形状と略
同じ形状に形成されている。
【０１０６】
　光学シート１１３Ｌ，１１３Ｒの外周には、複数の突部１１３ａが形成されている。複
数の突部１１３ａは、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒの後述する受け部１３４（図１１参
照）に係合される。
　なお、光学シート１１３Ｌ，１１３Ｒとしては、例えば、拡散板や偏光板が挙げられる
。
【０１０７】
　装飾カバー１１４Ｌは、カバー本体１２５と、カバー本体１２５から突出する係合爪１
２６Ａ，１２６Ｂとを有している。カバー本体１２５は、光学シート１１３Ｌと同様に、
上パネル枠１１２におけるカバー用孔１２１ｂの平面形状と略同じ形状の板体からなり、
カバー用孔１２１ｂを覆う。
【０１０８】
　係合爪１２６Ａ，１２６Ｂは、カバー本体１２５のスピーカ取付ベース１１１に対向す
る面から突出している。これら係合爪１２６Ａ，１２６Ｂは、ベース部材１１６における
カバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂに係合される。
【０１０９】
　装飾カバー１１４Ｒは、カバー本体１２７と、カバー本体１２７から突出する係合爪１
２８Ａ，１２８Ｂとを有している。カバー本体１２７は、光学シート１１３Ｒと同様に、
上パネル枠１１２におけるカバー用孔１２１ｃの平面形状と略同じ形状の板体からなり、
カバー用孔１２１ｃを覆う。
【０１１０】
　係合爪１２８Ａ，１２８Ｂは、カバー本体１２７のスピーカ取付ベース１１１に対向す
る面から突出している。これら係合爪１２８Ａ，１２８Ｂは、ベース部材１１６のカバー
取付部１１８Ａ，１１８Ｂに係合される。
【０１１１】
　係合爪１２６Ａ，１２６Ｂ，１２８Ａ，１２８Ｂは、同様の構成を有している。そのた
め、ここでは、係合爪１２８Ａ，１２８Ｂについて、図１１を参照して説明する。
　図１１に示すように、係合爪１２８Ａ，１２８Ｂは、カバー本体１２７に連続する突出
片１３１と、突出片１３１の先端部に連続する係合ブロック１３２を有している。
【０１１２】
　突出片１３１は、平板状に形成されており、係合ブロック１３２は、略四角柱状に形成
されている。係合ブロック１３２の先端面には、係合ブロック１３２の軸方向に延びるね
じ穴１３２ａが設けられている。係合ブロック１３２は、スピーカ取付ベース１１１にお
けるカバー取付部１１８Ａ，１１８Ｂの係合凹部１１９に挿入される。
【０１１３】
　また、カバー本体１２７は、複数の受け部１３４を有している。複数の受け部１３４は
、カバー本体１２７のスピーカ取付ベース１１１に対向する面における外周部に凹部を設
けることにより形成されている。この複数の受け部１３４には、光学シート１１３Ｒの複
数の突部１１３ａが係合される。
【０１１４】
　上パネルユニット１０を組み立てるには、まず、上パネル枠１１２の内側にスピーカ取
付ベース１１１を取り付ける。これにより、スピーカ取付ベース１１１のセンタースピー
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カ５８が、上パネル枠１１２のスピーカ用孔１２１ａから露出する。
【０１１５】
　次に、光学シート１１３Ｌ，１１３Ｒを装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒに係合させる。
そして、光学シート１１３Ｌ，１１３Ｒが係合された装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒをス
ピーカ取付ベース１１１に取り付ける。
【０１１６】
　すなわち、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒにおける係合爪１２６Ａ，１２６Ｂ，１２８
Ａ，１２８Ｂの係合ブロック１３２を、スピーカ取付ベース１１１におけるカバー取付部
１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ，１１８Ｂの係合凹部１１９に挿入する。そして、スピー
カ取付ベース１１１におけるベース部材１１６の裏面側から挿入されるねじにより、係合
ブロック１３２とベース部材１１６とを締結する。
【０１１７】
　本実施の形態では、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒとスピーカ取付ベース１１１とを、
スピーカ取付ベース１１１におけるベース部材１１６の裏面側から挿入するねじにより締
結する。これにより、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒの取り外しを確実に防止することが
できる。また、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒの係合爪１２６Ａ，１２６Ｂ，１２８Ａ，
１２８Ｂと、スピーカ取付ベース１１１のカバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ，
１１８Ｂとの間からパチスロ１の内部へ針金等を挿入することが不可能になる。
【０１１８】
　また、カバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ,１１８Ｂの係合凹部１１９の断面
を略四角形に形成し、その係合凹部１１９に挿入される係合ブロック１３２を四角柱状に
形成した。これにより、カバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ,１１８Ｂの係合凹
部１１９を形成する内面が、係合爪１２６Ａ，１２６Ｂ，１２８Ａ，１２８Ｂの回転方向
への変位を係止する。
【０１１９】
　また、カバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ,１１８Ｂの内面と係合ブロック１
３２との間には、適当な間隙があってもよいため、係合爪１２６Ａ，１２６Ｂ，１２８Ａ
，１２８Ｂの小型化を図ることができる。
【０１２０】
　その結果、係合爪１２６Ａ，１２６Ｂ，１２８Ａ，１２８Ｂの強度を大きく設定しなく
ても、係合ブロック１３２とベース部材１１６とをねじにより締結することができる。ま
た、係合ブロック１３２を四角柱状に形成することにより、ねじを用いた締結に対する強
度を確保しながら係合爪１２６Ａ，１２６Ｂ，１２８Ａ，１２８Ｂの小型化を図ることが
できる。
【０１２１】
　また、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒをスピーカ取付ベース１１１に係合させるための
係合爪１２６Ａ，１２６Ｂ，１２８Ａ，１２８Ｂが係合ブロック１３２を有し、その係合
ブロック１３２にねじ穴１３２ａを設けた。これにより、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒ
に、係合爪１２６Ａ，１２６Ｂ，１２８Ａ，１２８Ｂとは別にねじ穴を設ける必要が無く
、装飾カバー１１４Ｌ，１１４Ｒの取り付けに要するスペースを削減することができる。
【０１２２】
　本実施の形態では、カバー取付部１１７Ａ，１１７Ｂ，１１８Ａ,１１８Ｂの係合凹部
１１９の断面を略四角形に形成し、係合ブロック１３２を四角柱状に形成した。しかしな
がら、本発明の遊技機に係るカバー取付部の内壁面と係合ブロックは、対向する平面が少
なくとも１つあればよく、形状を適宜設定することができる。
【０１２３】
＜サイドパネルユニットの構成＞
　次に、サイドパネルユニット２６Ｌ，２６Ｒの構成について、図１２及び図１３を参照
して説明する。
　図１２は、サイドパネルユニット２６Ｌの斜視図である。図１３は、サイドパネルユニ
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ット２６Ｌの分解斜視図である。
【０１２４】
　サイドパネルユニット２６Ｒは、サイドパネルユニット２６Ｌと同様の構成を有してい
る。そのため、ここでは、サイドパネルユニット２６Ｌを例に挙げて、サイドパネルユニ
ットの構成について説明する。
　図１２及び図１３に示すように、サイドパネルユニット２６Ｌは、基板取付ベース１４
１と、パネルカバー１４２と、ＬＥＤ基板１４３と、押え部材１４４とを有している。
【０１２５】
　図１３に示すように、基板取付ベース１４１は、ＬＥＤ基板１４３が当接される板状の
当接部１４６と、この当接部１４６の周縁を囲う周壁部１４７から構成されている。当接
部１４６は、上下方向に長い略長方形に形成されており、パネルカバー１４２に対向する
前面１４６ａと、ＬＥＤ基板１４３が当接する背面１４６ｂを有している。そして、当接
部１４６は、背面１４６ｂにおける長手方向の中央部が幅方向に沿った稜線を有した凸と
なるように緩やかに湾曲している。
【０１２６】
　当接部１４６は、ＬＥＤ基板１４３に実装された複数のＬＥＤ８５を前面側に露出させ
るための複数の貫通孔１４６ｃを有している。当接部１４６における背面１４６ｂには、
基板係止爪１４８と、押え部材用係止爪１４９Ａ,１４９Ｂが設けられている。基板係止
爪１４８は、当接部１４６の長手方向の一端部（上端部）に位置している。押え部材用係
止爪１４９Ａ,１４９Ｂは、当接部１４６の長手方向の略中央部に位置しており、互いに
当接部の幅方向に対向している。
【０１２７】
　周壁部１４７は、当接部１４６の前面１４６ａ及び背面１４６ｂに対して略垂直な壁面
１４７ａを有している。周壁部１４７の壁面１４７ａには、パネルユニット取付用突部１
５１と、押え部材固定部１５２,１５３が設けられている。
【０１２８】
　パネルユニット取付用突部１５１は、サイドパネルユニット２６Ｌをフロントドア２ｂ
（図２参照）にねじにより締結するために設けられている。このパネルユニット取付用突
部１５１には、ねじが貫通する貫通孔１５１ａが形成されている。押え部材固定部１５２
,１５３には、押え部材１４４の後述する取付片１７２，１７３がねじにより締結される
。押え部材固定部１５２,１５３には、ねじが螺合されるねじ孔１５２ａ,１５３ａが形成
されている。
【０１２９】
　基板係止爪１４８と複数の基板係止片１５５は、本発明の遊技機に係る基板係止部の一
具体例を示すものである。
【０１３０】
　周壁部１４７の高さ方向の一端部は、当接部１４６の前面１４６ａよりも突出しており
、他端部は、当接部１４６の背面１４６ｂよりも突出している。周壁部１４７の高さ方向
の一端部には、パネルカバー１４２が嵌合される。周壁部１４７の高さ方向の他端部には
、複数の基板係止片１５５が設けられている。複数の基板係止片１５５は、周壁部１４７
の高さ方向の他端部から略垂直に突出しており、当接部１４６の長手方向の中央部よりも
一側（上側）に対向している。
【０１３１】
　パネルカバー１４２は、略長方形の板体を捻るように湾曲させた形状に形成されている
。このパネルカバー１４２の周縁部には、嵌合突部１５８が設けられている。この嵌合突
部１５８は、基板取付ベース１４１における周壁部１４７の高さ方向の一端部に嵌合され
る。パネルカバー１４２は、透明又は半透明の樹脂により形成されており、基板取付ベー
ス１４１を介して対向するＬＥＤ基板１４３のＬＥＤ８５から出射される光を透過させる
。
【０１３２】



(18) JP 2013-188391 A 2013.9.26

10

20

30

40

50

　ＬＥＤ基板１４３は、しなやかで曲げやすく柔軟性を有するフレキシブル基板ではなく
、柔軟性のないリジッド基板である。このＬＥＤ基板１４３は、上下方向に長い略長方形
に形成されており、基板取付ベース１４１の当接部１４６に当接する前面１４３ａと、押
え部材１４４に対向する背面１４３ｂとを有している。
【０１３３】
　ＬＥＤ基板１４３の長手方向の中央部には、ＬＥＤ基板の長手方向に並ぶ屈曲ガイド部
１６１,１６２が形成されている。この屈曲ガイド部１６１，１６２は、ＬＥＤ基板１４
３の幅方向に沿って延びる線状部分であり、ＬＥＤ基板１４３のその他の部分よりも厚み
が薄く形成されている。これにより、屈曲ガイド部１６１,１６２は、ＬＥＤ基板１４３
のその他の部分よりも剛性が低く、屈曲し易くなっている。
【０１３４】
　なお、図１３では、ＬＥＤ基板１４３が屈曲ガイド部１６１,１６２で屈曲した状態を
示しているが、サイドパネルユニット２６Ｌとして組み立てる前のＬＥＤ基板１４３は、
平板状であり、屈曲ガイド部１６１,１６２で屈曲していない。
【０１３５】
　また、ＬＥＤ基板１４３の周縁には、複数の切り欠き１６４が設けられている。複数の
切り欠き１６４は、ＬＥＤ基板１４３における屈曲ガイド部１６１よりも上側（長手方向
の一側）であって幅方向に対向する２辺に形成されている。複数の切り欠き１６４の平面
形状は、基板取付ベース１４１の基板係止片１５５の平面形状よりも大きく設定されてい
る。
【０１３６】
　複数の切り欠き１６４は、ＬＥＤ基板１４３を基板取付ベース１４１の当接部１４６に
当接させる際に、基板取付ベース１４１の基板係止片１５５に対向される。これにより、
ＬＥＤ基板１４３と基板係止片１５５との干渉を避けることができる。ＬＥＤ基板１４３
を基板取付ベース１４１の当接部１４６に当接させた後、ＬＥＤ基板１４３を上側（長手
方向の一側）に移動させると、ＬＥＤ基板１４３の屈曲ガイド部１６１よりも上側は、基
板係止片１５５及び基板係止爪１４８に係止される。
【０１３７】
　ＬＥＤ基板１４３の前面１４３ａには、複数のＬＥＤ８５が実装されている。複数のＬ
ＥＤ８５は、それぞれ基板取付ベース１４１の貫通孔１４６ｃに挿入され、パネルカバー
１４２に対向する。
【０１３８】
　ＬＥＤ基板１４３の背面１４３ｂには、接続端子（コネクタ）１６６が実装されている
。この接続端子１６６は、ＬＥＤ基板１４３の屈曲ガイド部１６２よりも下側（長手方向
の他側）に配置されている。接続端子１６６には、ＬＥＤ基板１４３と副中継基板６１（
図７参照）とを電気的に接続する配線（不図示）の一端が接続される。
【０１３９】
　押え部材１４４は、ＬＥＤ基板１４３の屈曲ガイド部１６２よりも下側（長手方向の他
側）と略等しい形状の板体からなり、ＬＥＤ基板１４３に接触する前面１４４ａと、前面
１４４ａと反対側の背面１４４ｂを有している。また、押え部材１４４は、ＬＥＤ基板１
４３の接続端子１６６を貫通させる端子窓（開口部）１４４ｃを有している。端子窓１４
４ｃは、押え部材１４４の略中心位置に形成されている。
【０１４０】
　押え部材１４４の前面１４４ａは、ＬＥＤ基板１４３の屈曲ガイド部１６２よりも下側
を押圧する。押え部材１４４の背面１４４ｂには、係合壁１７０Ａ，１７０Ｂは、基板取
付ベース１４１の押え部材用係止爪１４９Ａ,１４９Ｂに係合し、係合壁１７０Ａ，１７
０Ｂの先端面が押え部材用係止爪１４９Ａ,１４９Ｂに係止される。
【０１４１】
　係合壁１７０Ａ，１７０Ｂは、板状に形成されており、押え部材１４４の互いの平面が
押え部材１４４の幅方向に対向している。この係合壁１７０Ａ，１７０Ｂは、基板取付ベ
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ース１４１の押え部材用係止爪１４９Ａ,１４９Ｂに係合し、係合壁１７０Ａ，１７０Ｂ
の先端面が押え部材用係止爪１４９Ａ,１４９Ｂに係止される。さらに、係合壁１７０Ａ
，１７０Ｂには、押え部材用係止爪１４９Ａ,１４９Ｂを案内するガイド片１７０ａが形
成されている。
【０１４２】
　また、押え部材１４４の側面には、取付片１７２，１７３が設けられている。取付片１
７２，１７３は、基板取付ベース１４１の押え部材固定部１５２,１５３にねじを用いて
締結される。取付片１７２，１７３には、ねじが貫通する貫通孔１７２ａ，１７３ａが形
成されている。
【０１４３】
　サイドパネルユニット２６Ｌを組み立てるには、まず、基板取付ベース１４１にＬＥＤ
基板１４３を係止させる。
　すなわち、ＬＥＤ基板１４３の複数の切り欠き１６４を、基板取付ベース１４１の複数
の基板係止片１５５に対向させる。そして、ＬＥＤ基板１４３の前面１４３ａにおける屈
曲ガイド部１６１よりも上側を、基板取付ベース１４１の当接部１４６に当接させる。そ
の後、ＬＥＤ基板１４３を当接部１４６に沿って上方に移動（スライド）させる。これに
より、ＬＥＤ基板１４３の屈曲ガイド部１６１よりも上側が基板取付ベース１４１に係止
される。なお、このとき、ＬＥＤ基板１４３は平板状であり、屈曲していない。
【０１４４】
　次に、ＬＥＤ基板１４３を係止した基板取付ベース１４１に、押え部材１４４を取り付
ける。
　すなわち、基板取付ベース１４１の押え部材用係止爪１４９Ａ,１４９Ｂに、係合壁１
７０Ａ，１７０Ｂを係合させる。係合壁１７０Ａ，１７０Ｂが押え部材用係止爪１４９Ａ
,１４９Ｂに係合すると、押え部材１４４は、ＬＥＤ基板１４３側に付勢され、ＬＥＤ基
板１４３の屈曲ガイド部１６２よりも下側を押圧する。これにより、ＬＥＤ基板１４３は
、屈曲ガイド部１６１，１６２で屈曲し、基板取付ベース１４１における当接部１４６に
沿って湾曲した形状に変形する。
【０１４５】
　ＬＥＤ基板１４３を係止した基板取付ベース１４１に押え部材１４４を取り付けると、
ＬＥＤ基板１４３に実装された接続端子１６６が、押え部材１４４の端子窓１４４ｃを貫
通する。これにより、押え部材１４４は、接続端子１６６の周囲に係合して、接続端子１
６６のＬＥＤ基板１４３と平行な方向への移動を規制する。その結果、接続線（ケーブル
）を接続端子１６６に接続する際に、接続端子１６６にＬＥＤ基板１４３と平行な方向へ
の力が加えられても、ＬＥＤ基板１４３と接続端子１６６との接続箇所に生じる負荷を軽
減することができる。
【０１４６】
　次に、基板取付ベース１４１の押え部材固定部１５２,１５３に、押え部材１４４の取
付片１７２，１７３をねじにより締結する。そして、基板取付ベース１４１にパネルカバ
ー１４２を取り付ける。
　すなわち、基板取付ベース１４１の周壁部１４７に、パネルカバー１４２の嵌合突部１
５８を嵌合させる。なお、基板取付ベース１４１に対するパネルカバー１４２の取り付け
は、基板取付ベース１４１にＬＥＤ基板１４３を係止させる前に行ってもよい。
【０１４７】
　本実施の形態では、リジッド基板であるＬＥＤ基板１４３の一部を基板取付ベース１４
１に係止させた後に、押え部材１４４によってＬＥＤ基板１４３の他部を押圧する。押え
部材１４４のＬＥＤ基板に対する押圧力は、押え部材用係止爪１４９Ａ,１４９と係合壁
１７０Ａ，１７０Ｂとの係合により生じる。
【０１４８】
　これにより、ＬＥＤ基板１４３を屈曲させるために加える押圧力を所定の大きさにする
ことができ、極度な負荷をかけずにＬＥＤ基板１４３を屈曲させることができる。その結
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果、フレキシブル基板を適用しなくても、湾曲する当接部１４６に沿ってＬＥＤ基板１４
３を変形させることができ、コストの削減を図ることができる。
【０１４９】
　本実施の形態では、配線基板としてＬＥＤ８５を実装するＬＥＤ基板１４３を適用した
。しかしながら、本発明の遊技機に係る配線基板としては、ＬＥＤを実装するものに限定
されず、その他の電子部品又は電気部品を実装する基板であってもよい。
【０１５０】
　本実施の形態では、配線基板としてＬＥＤ８５を実装するＬＥＤ基板１４３を適用した
。しかしながら、本発明の遊技機に係る配線基板としては、ＬＥＤを実装するものに限定
されず、その他の電子部品又は電気部品を実装する基板であってもよい。
【０１５１】
＜腰部パネルユニットの構成＞
　次に、腰部パネルユニット３１の構成について、図１４～図１６を参照して説明する。
　図１４は、腰部パネルユニット３１を正面側から見た斜視図である。図１５は、腰部パ
ネルユニット３１を裏面側から見た斜視図である。図１４は、腰部パネルユニット３１か
ら後述するリアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒを取り外した状態を示す説明図である。
【０１５２】
　図１４及び図１５に示すように、腰部パネルユニット３１は、装飾パネル１８１と、装
飾パネル１８１を保持する腰部パネル枠１８２と、リアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒと、複
数のＬＥＤ基板１８５，１８６，１８７，１８８とを備えている。
【０１５３】
　装飾パネル１８１は、横長の矩形である平板状に形成されており、任意の画像、文字、
記号等が描かれている。この装飾パネル１８１は、透明又は半透明の樹脂により形成され
ており、光を透過させる。また、装飾パネル１８１の裏面側には、拡散板や偏光板などの
光学フィルム（不図示）と、光源の一具体例であるＬＥＤから出射された光を装飾パネル
１８１へ導き導光板（不図示）が配置されている。
【０１５４】
　腰部パネル枠１８２は、フロントドア２ｂ（図２参照）に凹部を設けることにより形成
された枠受け部に配置される。この枠受け部と腰部パネル枠１８２との間には、僅かな間
隙が生じている。
【０１５５】
　腰部パネル枠１８２は、横長の略長方形である枠状に形成されており、上辺部１８２ａ
と、底辺部１８２ｂと、左辺部１８２ｃと、右辺部１８２ｄを有している。これら上辺部
１８２ａ、底辺部１８２ｂ、左辺部１８２ｃ及び右辺部１８２ｄは、装飾パネル１８１を
露出させる開口部１８２ｅを形成している。また、上辺部１８２ａ、底辺部１８２ｂ、左
辺部１８２ｃ及び右辺部１８２ｄは、装飾パネル１８１の平面に対して略垂直な壁面片と
、装飾パネル１８１の平面に対して略平行であって開口部１８２ｅを形成する前面片を有
している。
【０１５６】
　図１５に示すように、腰部パネル枠１８２には、装飾パネル１８１の裏面に対向して開
口部１８２ｅを閉じる腰部ベース１９１が取り付けられている。腰部ベース１９１は、略
矩形の板状に形成されている。この腰部ベース１９１の外周の輪郭は、開口部１８２ｅの
輪郭よりも大きい。上述の導光板及び光学フィルムは、装飾パネル１８１と腰部ベース１
９１との間に介在されている。
【０１５７】
　図１６に示すように、腰部ベース１９１には、ＬＥＤ基板１８５，１８６，１８７，１
８８と、腰部駆動基板１９３が配設されている。ＬＥＤ基板１８５は、腰部ベース１９１
の上部であって腰部パネル枠１８２における左辺部１８２ｃ側の角部に固定されている。
ＬＥＤ基板１８５には、複数のＬＥＤ８５が実装されている。ＬＥＤ基板１８５に実装さ
れた複数のＬＥＤ８５は、リアカバー１８３Ｌの後述する上片１９５ａに光を照射する。
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【０１５８】
　ＬＥＤ基板１８６は、腰部ベース１９１の上部であって腰部パネル枠１８２における右
辺部１８２ｄ側の角部に固定されている。ＬＥＤ基板１８６には、複数のＬＥＤ８５が実
装されている。ＬＥＤ基板１８６に実装された複数のＬＥＤ８５は、リアカバー１８３Ｒ
の後述する上片１９６ａに光を照射する。
【０１５９】
　ＬＥＤ基板１８７は、腰部ベース１９１の長手方向の一端部に取り付けられている。Ｌ
ＥＤ基板１８７の一方の平面部は、腰部パネル枠１８２における左辺部１８２ｃの壁面片
に所定の間隙をあけて対向している。ＬＥＤ基板１８７の一方の平面部には、複数のＬＥ
Ｄ８５が実装されている。ＬＥＤ基板１８７に実装されたＬＥＤ８５は、リアカバー１８
３Ｌの後述する側片１９５ｂに光を照射する。
【０１６０】
　また、ＬＥＤ基板１８７には、リアカバー１８３Ｌの側片１９５ｂに光を照射するＬＥ
Ｄ８５の他に、左辺部１８２ｃのカバーに光を照射するためのＬＥＤが実装されている。
この左辺部１８２ｃのカバーに光を照射するＬＥＤと、リアカバー１８３Ｌの側片１９５
ｂに光を照射するＬＥＤ８５は、不図示の仕切り部によって仕切られている。そして、Ｌ
ＥＤ基板１８７に実装された各ＬＥＤは、それぞれ独立して制御可能に設定されている。
そのため、リアカバー１８３Ｌと左辺部１８２ｃのカバーとを、それぞれ独立して点灯及
び消灯することができる。
【０１６１】
　ＬＥＤ基板１８８は、腰部ベース１９１の長手方向の他端部に取り付けられている。Ｌ
ＥＤ基板１８８の一方の平面部は、腰部パネル枠１８２における右辺部１８２ｄの壁面片
に所定の間隙をあけて対向している。ＬＥＤ基板１８８の一方の平面部には、複数のＬＥ
Ｄ（不図示）が実装されている。ＬＥＤ基板１８８に実装されたＬＥＤは、リアカバー１
８３Ｒの後述する側片１９６ｂに光を照射する。
【０１６２】
　また、ＬＥＤ基板１８８には、リアカバー１８３Ｒの側片１９６ｂに光を照射するＬＥ
Ｄ８５の他に、右辺部１８２ｄのカバーに光を照射するためのＬＥＤが実装されている。
この右辺部１８２ｄのカバーに光を照射するＬＥＤと、リアカバー１８３Ｒの側片１９６
ｂに光を照射するＬＥＤ８５は、不図示の仕切り部によって仕切られている。そして、Ｌ
ＥＤ基板１８８に実装された各ＬＥＤは、それぞれ独立して制御可能に設定されている。
そのため、リアカバー１８３Ｒと右辺部１８２ｄのカバーとを、それぞれ独立して点灯及
び消灯することができる。
【０１６３】
　腰部駆動基板１９３は、ＬＥＤ基板１８６の下方に配置されている。この腰部駆動基板
１９３は、各ＬＥＤ基板１８５～１８９の駆動を制御する。
【０１６４】
　腰部パネル枠１８２における底辺部１８２ｂの内面には、ＬＥＤ基板１８９が配設され
ている。ＬＥＤ基板１８９には、複数のＬＥＤ（不図示）が実装されている。このＬＥＤ
基板１８９に実装されたＬＥＤから出射された光は、導光板（不図示）によって導かれ光
学フィルムを通過した後に、装飾パネル１８１（図１４参照）の裏面に照射される。これ
により、任意の画像等が描かれた装飾パネル１８１は面発光する。
【０１６５】
　また、ＬＥＤ基板１８９には、装飾パネル１８１に光を照射するＬＥＤとは別に、底辺
部１８２ｂのカバーを介してメダルトレイユニット３４を照射するＬＥＤが実装されてい
る。装飾パネル１８１を照射するＬＥＤと、底辺部１８２ｂのカバーを介してメダルトレ
イユニット３４を照射するＬＥＤは、不図示の仕切り部によって仕切られている。そして
、ＬＥＤ基板１８９に実装された各ＬＥＤは、それぞれ独立して制御可能に設定されてい
る。そのため、装飾パネル１８１とメダルトレイユニット３４とを、それぞれ独立して点
灯及び消灯することができる。
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【０１６６】
　リアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒは、腰部パネル枠１８２における背面側の端部に接合さ
れている。したがって、リアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒは、フロントドア２ｂに設けた枠
受け部内に配置され、腰部パネル枠１８２とフロントドア２ｂとの間に介在される。
【０１６７】
　リアカバー１８３Ｌは、腰部パネル枠１８２における上辺部１８２ａの一部及び左辺部
１８２ｃの端面に沿って配置されている。このリアカバー１８３Ｌは、略Ｌ字状に形成さ
れており、上辺部１８２ａの一部に沿う上片１９５ａと、左辺部１８２ｃに沿う側片１９
５ｂを有している。このリアカバー１８３Ｌは、腰部パネル枠１８２における上辺部１８
２ａ及び左辺部１８２ｃにねじを用いて締結されている。
【０１６８】
　リアカバー１８３Ｒは、腰部パネル枠１８２における上辺部１８２ａの一部及び右辺部
１８２ｄの端面に沿って配置されている。このリアカバー１８３Ｒは、略Ｌ字状に形成さ
れており、上辺部１８２ａの一部に沿う上片１９６ａと、右辺部１８２ｄに沿う側片１９
６ｂを有している。このリアカバー１８３Ｒは、腰部パネル枠１８２における上辺部１８
２ａ及び右辺部１８２ｄにねじを用いて締結されている。
【０１６９】
　本実施の形態では、リアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒを介して、腰部パネルユニット３１
の腰部パネル枠１８２とフロントドア２ｂ（図２参照）との間の間隙に光を照射する。そ
のため、腰部パネル枠１８２の周囲を発光させる演出を行うことができ、腰部パネルユニ
ット３１を用いた演出の演出効果を高めることができる。また、腰部パネル枠１８２とフ
ロントドア２ｂとの間にＬＥＤ８５からの光により発光するリアカバー１８３Ｌ，１８３
Ｒが介在されている。これにより、腰部パネル枠１８２とフロントドア２ｂとの間からパ
チスロ１の内部にアクセスする不正行為を防ぐことができる。
【０１７０】
　また、本実施の形態では、装飾パネル１８１を面発光させるための光を出射するＬＥＤ
（光源）と、リアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒを発光させるための光を出射するＬＥＤ８５
を設ける構成にした。しかし、本発明の遊技機に係る腰部パネルユニットとしては、装飾
パネル１８１を面発光させるための光を出射する光源が、リアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒ
を発光させるための光を出射する光源を兼ねる構成にしてもよい。この場合は、導光板な
どを用いて光源から出射される光をリアカバー１８３Ｌ，１８３Ｒに導くとよい。
【０１７１】
＜メダル投入口の構成＞
　次に、メダル投入口２１を備えるメダル受け入れユニットの構成について、図１７及び
図１８を参照して説明する。
　図１７は、メダル受け入れユニットの斜視図である。図１８は、メダル受け入れユニッ
トの縦断面図である。
【０１７２】
　図１７及び図１８に示すように、メダル受け入れユニット２０１は、メダル投入口２１
を有する投入口部材２０２と、セレクタ６６と、メダル投入口２１に投入されたメダルを
セレクタ６６に導くメダル通路部材２０３とを備えている。
【０１７３】
　投入口部材２０２は、フロントドア２ｂの台座部１２（図２参照）に組み込まれており
、台座部１２の表面と略面一（段差がない状態）となるように形成されている。この投入
口部材２０２は、例えば、亜鉛、亜鉛合金などの金属をダイカスト鋳造することで一体形
成されている。そして、投入口部材２０２の表面には、見栄えを向上させるために、クロ
ムメッキ、銀メッキ、亜鉛メッキ等のメッキ処理が施されている。
【０１７４】
　投入口部材２０２には、メダル投入口２１と、メダルをメダル投入口２１に案内するメ
ダル案内面２０５（図１８参照）と、メダル出口部２０６（図１８参照）と、メダル返却
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ボタン２０７（図１７参照）が設けられている。
【０１７５】
　メダル案内面２０５は、円弧状の溝を設けることにより形成されている。このメダル案
内面２０５は、メダル投入口２１に向かって上昇するように傾斜している。図１８に示す
ように、メダル出口部２０６は、適当な厚みを有する板状に形成されており、メダル投入
口２１に連通するメダル出口２０６ａを有している。このメダル出口部２０６には、メダ
ル通路部材２０３が接続されている。
【０１７６】
　図１７に示すように、メダル返却ボタン２０７は、メダル案内面２０５の側方に配置さ
れている。このメダル返却ボタン２０７を押圧操作すると、メダルがメダル払出口３２（
図２参照）から排出される。
【０１７７】
　セレクタ６６は、メダルの材質や形状等が適正であるか否かを選別し、メダル投入口２
１に投入された適正なメダルをホッパー装置５１（図５参照）へ案内する。このセレクタ
６６は、メダル受入口６６ａと、メダル案内路６６ｂを有している。メダル受入口６６ａ
は、メダル通路部材２０３に導かれたメダルを受け入れる。メダル案内路６６ｂは、適正
なメダルをホッパー装置５１（図５参照）へ案内する。
【０１７８】
　メダル通路部材２０３は、中空の直方体状に形成されている。このメダル通路部材２０
３は、投入口部材２０２とは別体に設けられており、投入口部材２０２に連結されている
。メダル通路部材２０３は、ＡＢＳ樹脂（アクリロニトリルブタジエンスチレン樹脂）、
ポリエチレン（ＰＥ）、ポリカーボネート（ＰＣ）等の合成樹脂から形成されている。
【０１７９】
　図１８に示すように、メダル通路部材２０３は、メダル投入口２１及びメダル出口部２
０６の幅方向に対向する第１の通路部品２１１及び第２の通路部品２１２を有している。
第１の通路部品２１１と第２の通路部品２１２は、投入口部材２０２のメダル出口部２０
６を挟持した状態でねじにより締結されている。これにより、メダル通路部材２０３は、
ねじを外すことにより投入口部材２０２から簡単に取り外すことができる。すなわち、メ
ダル通路部材２０３は、投入口部材２０２に対して着脱可能に構成されている。
【０１８０】
　第１の通路部品２１１と第２の通路部品２１２との間には、メダルが通過する通路２１
４が形成されている。通路２１４の一端は、投入口部材２０２のメダル出口２０６ａに連
通しており、他端は、セレクタ６６のメダル受入口６６ａに対向している。したがって、
メダル通路部材２０３の通路２１４を通過したメダルは、メダル受入口６６ａを通ってセ
レクタ６６内に入る。
【０１８１】
　本実施の形態では、メダル通路部材２０３を樹脂製にしてメッキを施していないため、
メッキが剥がれた部分に汚れが溜まる不具合が発生しない。これにより、通路２１４を通
るメダルを円滑にセレクタ６６へ案内することができ、メダル通路部材２０３にメダルが
詰まらないようにすることができる。
【０１８２】
　また、メダル通路部材２０３の通路２１４内でメダルにメッキが付着することがなく、
メダル受け入れユニット２０１が汚れないようにすることができる。また、メダル通路部
材２０３を樹脂製にしたことにより、メダル受け入れユニット２０１を安価に製造するこ
とができる。
【０１８３】
　さらに、本実施の形態では、メダル通路部材２０３を投入口部材２０２に対して着脱可
能に構成して、メダル通路部材２０３のみを交換可能にした。これにより、投入口部材２
０２の表面から剥がれたメッキがメダル通路部材２０３に付着しても、メダル通路部材２
０３のみを簡単に交換することができる。その結果、メダル受け入れユニット２０１の寿
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命を長くすることができる。
【０１８４】
　また、本実施の形態では、メダル通路部材２０３を投入口部材２０２に対して着脱可能
に構成した。しかし、本発明の遊技機に係るメダル通路部材としては、セレクタに着脱可
能な構成であってもよい。
【０１８５】
＜メダルトレイユニットの構成＞
　次に、メダルトレイユニット３４の構成について、図１９及び図２０を参照して説明す
る。
　図１９は、メダルトレイユニット３４の分解斜視図である。図２０は、メダルトレイユ
ニット３４の縦断面図である。
【０１８６】
　図１９に示すように、メダルトレイユニット３４は、トレイ本体２２１と、トレイ本体
２２１に取り付けられるトレイカバー２２２と、トレイ本体２２１とトレイカバー２２２
との間に介在される証紙シール２２３Ａ，２２３Ｂ及び型名シール２２４とを備えている
。
【０１８７】
　トレイ本体２２１は、フロントドア２ｂ（図２参照）の下部に取り付けられる。このト
レイ本体２２１は、横長の直方体状に形成されており、上面２２１ａと、底面２２１ｂと
、前面２２１ｃと、背面２２１ｄと、左右の側面２２１ｅ，２２１ｆを有している。
【０１８８】
　トレイ本体２２１の上面２２１ａには、メダル貯留部２２５が設けられている。このメ
ダル貯留部２２５は、トレイ本体２２１の上面２２１ａに凹部を設けることにより形成さ
れている。メダル貯留部２２５は、メダル払出口３２（図２参照）から排出されたメダル
を貯留する。
【０１８９】
　トレイ本体２２１の前面２２１ｃとメダル貯留部２２５の内面を形成する前壁部２２１
Ａには、切欠き部２２１Ｂが形成されている。切欠き部２２１Ｂは、前壁部２２１Ａの中
央部の高さを低くする。この切欠き部２２１Ｂを設けることにより、遊技者は、メダル貯
留部２２５に貯留されたメダルを取り易くなる。
【０１９０】
　トレイ本体２２１の前面２２１ｃと底面２２１ｂには、トレイカバー２２２が配置され
る係合凹部２２６が設けられている。この係合凹部２２６は、前面２２１ｃから底面２２
１ｂに亘って連続した凹部として形成されている。
　ここでは、前面２２１ｃ側の係合凹部２２６を形成する壁面のうち上下方向に交差する
壁面を上係合壁面２２７とする。また、底面２２１ｂ側の係合凹部２２６を形成する壁面
のうち前後方向に交差する壁面を下係合壁面２２８とする。
【０１９１】
　図２０に示すように、上係合壁面２２７には、上係合溝２２７ａが形成されている。こ
の上係合溝２２７ａには、トレイカバー２２２の後述する係合突起２３４が挿入される。
また、下係合壁面２２８には、下係合溝（不図示）が形成されている。この下係合溝には
、トレイカバー２２２の後述する係合突起２３５が挿入される。
【０１９２】
　トレイ本体２２１の背面２２１ｄには、係合凹部２２６に連通する２つの貫通孔２２９
が形成されている（図２０では１つが示されている）。つまり、貫通孔２２９は、トレイ
本体２２１の背面２２１ｄと下係合壁面２２８に開口されている。
【０１９３】
　２つの貫通孔２２９は、トレイ本体２２１の長手方向に適当な間隔をあけて配置されて
いる。２つの貫通孔２２９には、トレイ本体２２１とトレイカバー２２２をねじ締結する
ためのねじが貫通する。したがって、トレイ本体２２１とトレイカバー２２２は、トレイ
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本体２２１の背面２２１ｄ側から挿入されるねじによりねじ締結される。
【０１９４】
　証紙シール２２３Ａ，２２３Ｂ及び型名シール２２４は、表示面に接着剤が塗布されて
おり、トレイカバー２２２に表示面が貼り付けられる。「証紙」としては、例えば、公的
機関による試験の適合を証する証紙、特許権等の実施許諾を証する証紙などがある。また
、「型名」とは、例えば、各遊技機の個別情報（機種情報や製造情報）を符号や数字等で
記録した識別情報である。
【０１９５】
　トレイカバー２２２は、透明又は半透明の樹脂により形成されている。このトレイカバ
ー２２２は、側面の形状が略Ｌ字状であり、前板部２３１と、前板部２３１に連続する底
板部２３２とを有している。トレイカバー２２２をトレイ本体２２１の係合凹部２２６に
配置すると、前板部２３１はトレイ本体２２１の前面２２１ｃと略面一（段差がない状態
）となり、底板部２３２はトレイ本体２２１の底面２２１ｂと略面一となる。すなわち、
トレイカバー２２２は、トレイ本体の前面２２１ｃと底面２２１ｂに沿って湾曲している
。
【０１９６】
　前板部２３１の先端には、トレイ本体２２１の上係合溝２２７ａに挿入される係合突起
２３４が形成されている。また、証紙シール２２３Ａ，２２３Ｂ及び型名シール２２４は
、前板部２３１のトレイ本体２２１に対向する面に貼り付けられる。トレイカバー２２２
は、透明又は半透明の樹脂により形成されているため、証紙シール２２３Ａ，２２３Ｂ及
び型名シール２２４の表示面は、トレイカバー２２２を介して視認可能となる。
【０１９７】
　底板部２３２の先端には、係合突起２３５が形成されている。この係合突起２３５は、
トレイ本体２２１の下係合壁面２２８に形成された下係合溝（不図示）に挿入される。
【０１９８】
　底板部２３２のトレイ本体２２１に対向する面には、ねじ穴用突部２３６が設けられて
いる。このねじ穴用突部２３６は、底板部２３２の先端面に開口するねじ穴２３７（図２
０参照）を形成するために、底板部２３２の一部の厚みをその他の厚みより厚くするもの
である。底板部２３２のねじ穴２３７には、トレイ本体２２１とトレイカバー２２２をね
じ締結するためのねじが螺合する。
【０１９９】
　メダルトレイユニット３４を組み立てるには、まず、トレイカバー２２２における前板
部２３１のトレイ本体２２１に対向する面に、証紙シール２２３Ａ，２２３Ｂ及び型名シ
ール２２４を貼り付ける。
【０２００】
　次に、トレイカバー２２２の前板部２３１に設けた係合突起２３４を、トレイ本体２２
１の上係合溝２２７ａに挿入する。これにより、トレイカバー２２２の前板部２３１が、
トレイ本体２２１に係合する。
【０２０１】
　続いて、トレイカバー２２２を撓み変形させながら、トレイカバー２２２の底板部２３
２に設けた係合突起２３５を、トレイ本体２２１の下係合溝（不図示）に挿入する。これ
により、トレイカバー２２２の底板部２３２がトレイ本体２２１に係合し、トレイカバー
２２２は、トレイ本体２２１に仮固定される。
【０２０２】
　その後、トレイ本体２２１の背面２２１ｄ側から、トレイ本体２２１の貫通孔２２９及
びトレイカバー２２２のねじ穴２３７にねじを挿入し、トレイ本体２２１とトレイカバー
２２２をねじにより締結する。これにより、メダルトレイユニット３４が組み立てられる
。
【０２０３】
　本実施の形態では、証紙シール２２３Ａ，２２３Ｂ等を貼り付けたトレイカバー２２２
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をトレイ本体２２１の表面（前面２２１ｃ及び底面２２１ｂ）に取り付けるため、トレイ
カバー２２２の取付作業及び交換作業を容易に行うことができる。
　また、トレイカバー２２２の前板部２３１と底板部２３２をトレイ本体２２１に係合さ
せて仮固定する。そのため、トレイ本体２２１とトレイカバー２２２を結合するためのね
じが外れても、トレイカバー２２２がトレイ本体２２１から簡単に外れないようにするこ
とができる。
【０２０４】
　また、トレイカバー２２２の前板部２３１とトレイ本体２２１と係合を外すには、トレ
イカバー２２２を下方に移動させる必要がある。しかし、設置台（不図示）に設置された
状態のパチスロ１では、トレイカバー２２２を下方に移動させることが煩雑になる。した
がって、設置された状態のパチスロ１におけるトレイ本体２２１からトレイカバー２２２
を取り外すことが難しくなり、トレイカバー２２２を取り外して行う不正行為を防止する
ことができる。
【０２０５】
＜キャビネット側スピーカの取付構造＞
　次に、キャビネット側スピーカ４２の取付構造について、図２１～図２３を参照して説
明する。
　図２１は、キャビネット側スピーカ４２の取付状態を示す説明図である。図２２は、キ
ャビネット側スピーカ４２を背面側から見た斜視図である。図２３は、キャビネット側ス
ピーカ４２をキャビネット２ａの背面板２０ｅに取り付けるための取付ブラケット４３Ｌ
，４３Ｒを示す説明図である。
【０２０６】
　図２１に示すように、キャビネット側スピーカ４２は、キャビネット２ａの背面板２０
ｅに固定された取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒに固定されている。
【０２０７】
　図２１及び図２２に示すように、キャビネット側スピーカ４２は、横長の略直方体状に
形成されている。このキャビネット側スピーカ４２は、スピーカグリル２４１が露出され
る前面４２ａと、前面４２ａと反対側の背面４２ｂと、上下方向に対向する上面４３ｃ及
び下面４３ｄと、左右の側面４３ｅ，４３ｆを有している。
【０２０８】
　キャビネット側スピーカ４２の背面４２ｂには、２つの取付用突起２４２が設けられて
いる。取付用突起２４２は、円柱状の軸部２４５と、軸部２４５に嵌合或いは螺合される
リング２４６から構成されている。軸部２４５は、キャビネット側スピーカ４２の背面４
２ｂに固定されている。キャビネット側スピーカ４２の背面４２ｂとリング２４６との間
には、所定の距離の間隙が形成されている。
　なお、軸部２４５とリング２４６は、金属、樹脂、金属及び樹脂を材料として一体成形
されていてもよい。
【０２０９】
　キャビネット側スピーカ４２の下面４２ｄには、２つの固定用突部２４８が設けられて
いる。２つの固定用突部２４８は、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒの後述するスピーカ固
定部２５３にそれぞれねじを用いて締結される。したがって、固定用突部２４８には、ね
じが貫通する貫通孔２４８ａが形成されている。
【０２１０】
　図２３に示すように、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒは、水平方向に所定の間隔をあけ
て配置されている。取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒは、側面形状が略Ｌ字状に形成されて
いる。この取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒは、キャビネット２ａの背面板２０ｅに取り付
けられる取付部２５１と、キャビネット側スピーカ４２が載置される載置部２５２と、キ
ャビネット側スピーカ４２を固定するスピーカ固定部２５３から構成されている。
【０２１１】
　取付部２５１は、上下方向に長い長方形の板体からなり、適当な剛性を確保する厚みを
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有している。この取付部２５１は、キャビネット２ａの背面板２０ｅにねじを用いて締結
される。そして、取付部２５１は、突起受け部２５５と、係合凸部２５６Ａ，２５６Ｂと
、係合段部２５７とを有している。
【０２１２】
　突起受け部２５５は、取付部２５１に貫通孔を設けることにより形成されている。突起
受け部２５５の貫通孔は、径の異なる２つの円を上下方向並べて連続させた形状、いわゆ
る「だるま穴（Hook slot）」に形成されている。貫通孔における上側の円の径は、上述
の取付用突起２４２のリング２４６の径よりも大きく設定れている。また、貫通孔におけ
る下側の円の径は、リング２４６の径よりもが小さく、且つ、軸部２４５の径よりも大き
く設定されている。
【０２１３】
　係合凸部２５６Ａ，２５６Ｂは、取付部２５１の背面板２０ｅに対向する面から突出し
ており、取付部２５１の幅方向に延びている。係合凸部２５６Ａは、背面板２０ｅに設け
られた通気孔２６０Ａに嵌入される。そのため、係合凸部２５６Ａの上下方向の長さは、
通気孔２６０Ａの上下方向の長さと略等しい長さに設定されている。
【０２１４】
　また、係合凸部２５６Ｂは、背面板２０ｅに設けられた通気孔２６０Ｂに嵌入される。
そのため、係合凸部２５６Ｂの上下方向の長さは、通気孔２６０Ｂの上下方向の長さと略
等しい長さに設定されている。
　なお、通気孔２６０Ａ，２６０Ｂは、水平方向に長い略長方形に形成されている。そし
て、通気孔２６０Ａ，２６０Ｂの水平方向の長さは、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒの係
合凸部２５６Ａ，２５６Ｂが嵌合可能な長さに設定されている。
【０２１５】
　係合段部２５７は、取付部２５１の背面板２０ｅに対向する面から突出しており、取付
部２５１の幅方向に延びている。この係合段部２５７は、上下方向に略垂直であって下方
に向いた当接面２５７ａを有している。係合段部２５７の当接面２５７ａは、背面板２０
ｅに設けられた補強リブ２６０Ｃ上に載る（当接する）。この補強リブ２６０Ｃは、水平
方向に延びている。
【０２１６】
　載置部２５２は、取付部２５１の長手方向の一端（下端）に連続しており、取付部２５
１に対して略垂直に突出している。この載置部２５２は、上下方向に垂直であって上方を
向いた載置面２５２ａを有している。載置部２５２には、キャビネット側スピーカ４２が
載置される。このとき、載置部２５２の載置面２５２ａには、キャビネット側スピーカ４
２の下面４２ｄが当接する。
【０２１７】
　スピーカ固定部２５３は、載置部２５２の先端に連続しており、載置部２５２に対して
略垂直であって下方に突出している。この載置部２５２は、上下方向に平行であって正面
を向いた結合面２５３ａを有している。そして、結合面２５３ａには、ねじ穴２５３ｂが
形成されている。このねじ穴２５３ｂには、キャビネット側スピーカ４２の固定用突部２
４８をスピーカ固定部２５３に締結するためのねじが螺合される。
【０２１８】
　キャビネット側スピーカ４２をキャビネット２ａの背面板２０ｅに取り付けるには、ま
ず、背面板２０ｅに取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒを係合させる。
　すなわち、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒの各係合凸部２５６Ａ，２５６Ｂを、背面板
２０ｅの通気孔２６０Ａ，２６０Ｂに嵌入する。また、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒの
係合段部２５７を、背面板２０ｅの補強リブ２６０Ｃに当接させる。これにより、取付ブ
ラケット４３Ｌ，４３Ｒは、背面板２０ｅに係合される。
【０２１９】
　次に、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒを背面板２０ｅにねじを用いて締結する。これに
より、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒは、背面板２０ｅに固定される。
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【０２２０】
　続いて、キャビネット側スピーカ４２を取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒに係止させる。
　すなわち、キャビネット側スピーカ４２の取付用突起２４２を、取付ブラケット４３Ｌ
，４３Ｒの突起受け部２５５に係合させる。具体的には、突起受け部２５５のリング２４
６を、突起受け部２５５における貫通孔の上側に挿入し、その後、キャビネット側スピー
カ４２を下に移動させる。これにより、取付用突起２４２の軸部２４５が突起受け部２５
５に係止される。
【０２２１】
　次に、キャビネット側スピーカ４２を、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒの載置部２５２
に載置する。また、キャビネット側スピーカ４２の固定用突部２４８を、取付ブラケット
４３Ｌ，４３Ｒのスピーカ固定部２５３に対向させる。
　その後、キャビネット側スピーカ４２の固定用突部２４８を、取付ブラケット４３Ｌ，
４３Ｒのスピーカ固定部２５３にねじを用いて締結する。これにより、キャビネット側ス
ピーカ４２は、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒを介して、キャビネット２ａの背面板２０
ｅに取り付けられる。
【０２２２】
　取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒ間におけるキャビネット側スピーカ４２と背面板２０ｅ
との間には、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒの取付部２５１の厚みに略等しい間隙が生じ
ている。これにより、通気孔２６０Ａ，２６０Ｂがキャビネット側スピーカ４２によって
塞がれることがなく、キャビネット２ａ内の放熱効果を向上させることができる。
【０２２３】
　本実施の形態では、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒの各係合凸部２５６Ａ，２５６Ｂを
、背面板２０ｅの通気孔２６０Ａ，２６０Ｂに嵌入する。これにより、取付ブラケット４
３Ｌ，４３Ｒは、背面板２０ｅの複数個所で支持される。その結果、取付ブラケット４３
Ｌ，４３Ｒにキャビネット側スピーカ４２を取り付けた際に、キャビネット側スピーカ４
２の自重により背面板２０ｅに加わる力を分散させることができる。したがって、背面板
２０ｅの厚みを厚くしなくても、キャビネット側スピーカ４２を安定して取り付けること
ができる。
【０２２４】
　また、本実施の形態では、通気孔２６０Ａ，２６０Ｂを水平方向に長い長方形に形成し
たため、背面板ｅにおける取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒを支持する部分を広く確保する
ことができる。したがって、背面板２０ｅに加わる力をより分散させることができる。
【０２２５】
　また、本実施の形態では、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒの係合段部２５７を、背面板
２０ｅの補強リブ２６０Ｃに載せる。これにより、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒにおけ
る背面板２０ｅに支持される箇所を増やすことができ、背面板２０ｅに加わる力をより分
散させることができる。
【０２２６】
　本実施の形態では、取付ブラケット４３Ｌ，４３Ｒを用いる構成とした。つまり、２つ
の取り付けブラケットを用いる構成とした。しかしながら、本発明の遊技機に係る取り付
けブラケットとしては、２つに限定されるものではなく、キャビネット側スピーカが取り
付け可能であれば、１つ又は３つ以上であってもよい。
【０２２７】
＜主制御基板ケースの構成＞
　次に、主制御基板ケース５５の構成について、図２４～図２８を参照して説明する。
　図２４は、主制御基板ユニットの斜視図である。図２５は、主制御基板ユニットの封印
機構を分解した状態を示す斜視図である。図２６は、主制御基板ユニットの封印機構の横
断面図である。図２７は、封印シール２６４の平面図である。図２８Ａは、主制御基板ユ
ニットの封印機構の縦断面図であり。図２８Ｂは、封印機構における封印シールが切断さ
れた状態の説明図である。
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【０２２８】
　主制御基板ユニットは、主制御基板ケース５５と、主制御基板ケース５５に収納された
主制御基板７１から構成されている。
　図２４及び図２５に示すように、主制御基板ケース５５は、ケース本体２６１と、カバ
ー部材２６２と、切断部材２６３と、封印シール２６４と、ストッパ部材２６５とを備え
ている。
【０２２９】
　図２４に示すように、ケース本体２６１は、略矩形の直方体状に形成されており、上下
方向に重ね合わされる上ケース部材２６１ａ及び下ケース部材２６１ｂから構成されてい
る。上ケース部材２６１ａには、後述する光コネクタ３３１（図２９参照）を覆うコネク
タカバー２６７が開閉可能に取り付けられている。このコネクタカバー２６７には、光コ
ネクタ３３１に接続される配線を通す切欠溝２６７ａが形成されている。
【０２３０】
　図２５に示すように、上ケース部材２６１ａには、封印用突部２７１が設けられており
、下ケース部材２６１ｂには、封印用突部２８１が設けられている。すなわち、封印用突
部２７１は、上ケース部材２６１ａの一部であり、封印用突部２８１は、下ケース部材２
６１ｂの一部である。
　また、封印用突部２７１，２８１と、カバー部材２６２と、切断部材２６３と、封印シ
ール２６４と、ストッパ部材２６５は、主制御基板ケース５５の封印機構を構成している
。
【０２３１】
　封印用突部２７１，２８１は、それぞれ適当な厚みを有する略矩形の板状に形成されて
おり、上下方向（ケース本体２６１の厚み方向）に所定の距離をあけて対向している。封
印用突部２７１，２８１間には、切断部材２６３が配置される。
【０２３２】
　ここで、封印用突部２７１，２８１が上ケース部材２６１ａ及び下ケース部材２６１ｂ
の側面から突出する方向を第１の方向Ｙとする。また、第１の方向Ｙ及び上下方向に直交
する方向を第２の方向Ｘとする。さらに、封印用突部２７１，２８１が対向する上下方向
を第３の方向Ｚとする。
【０２３３】
　封印用突部２７１には、２つのガイド溝２７２と、２つのスリット２７３と、２つの爪
受け部２７４が設けられている。２つのガイド溝２７２は、封印用突部２７１の下面（封
印用突部２８１に対向する面）に形成されており、第１の方向Ｙに延びている。そして、
２つのガイド溝２７２の一端は、封印用突部２７１の先端面に開口している。２つのガイ
ド溝２７２は、切断部材２６３の移動を案内する。
【０２３４】
　２つのスリット２７３は、２つのガイド溝２７２間に形成されており、第１の方向Ｙに
延びている。２つのスリット２７３の一端は、封印用突部２７１の先端面に開口している
。
【０２３５】
　２つの爪受け部２７４は、封印用突部２７１の上面（封印用突部２８１に対向する面と
反対側の面）に凹部を設けることによって形成されている。この２つの爪受け部２７４は
、２つのガイド溝２７２間に形成されており、２つのスリット２７３にそれぞれ連通して
いる。２つの爪受け部２７４は、第１の方向Ｙに直交し、且つ、封印用突部２７１の基端
側を向く係止面２７４ａを有している。
【０２３６】
　封印用突部２７１と封印用突部２８１は、第３の方向Ｚに直交する平面に対して対称に
形成されている。すなわち、封印用突部２８１には、２つのガイド溝２８２と、２つのス
リット２８３と、２つの爪受け部２８４（図２８参照）が設けられている。そして、２つ
の爪受け部２８４は、それぞれ係止面２８４ａを有している。
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【０２３７】
　カバー部材２６２は、中空の略直方体状に形成されており、ケース本体２６１に対向す
る面が開口されている。このカバー部材２６２は、封印用突部２７１，２８１を覆う大き
さに形成されている。カバー部材２６２の第２の方向Ｘに対向する２つの壁部２６２ａ，
２６２ｂには、係合爪２９１，２９２が設けられている（図２６参照）。係合爪２９１は
、壁部２６２ａの内面であって開口端側に形成されている。また、係合爪２９２は、壁部
２６２ｂの内面であって開口端側に形成されている。
【０２３８】
　切断部材２６３は、適当な厚みを有する略矩形の板状に形成されている。この切断部材
２６３の第１の方向Ｙの一端には、第１刃部３０１が設けられている。この第１刃部３０
１は、切断部材２６３の第１の方向Ｙの一端における全体に形成されている。また、第１
刃部３０１における第２の方向Ｘの中央部３０１ａは、第１刃部３０１のその他の部分よ
りも第１の方向Ｙに突出している。
【０２３９】
　切断部材２６３の上面には、２つの第２刃部３０２と、２つのレール部３０３が設けら
れている。２つの第２刃部３０２は、切断部材２６３の上面から略垂直に突出しており、
第１の方向Ｙに延びている。２つの第２刃部３０２は、封印用突部２７１の２つのスリッ
ト２７３内を移動する。
【０２４０】
　２つのレール部３０３は、切断部材２６３の上面から略垂直に突出しており、第１の方
向Ｙに延びている。２つのレール部３０３は、封印用突部２７１の２つのガイド溝２７２
に係合される。
【０２４１】
　また、切断部材２６３の下面には、２つの第３刃部３０４（図２８参照）と、２つのレ
ール部３０５（図２５参照）が設けられている。２つのレール部３０５は、２つのレール
部３０３と同じ形状であり、２つのレール部３０３と第３の方向Ｚで重なる位置に配置さ
れている。
【０２４２】
　２つのレール部３０５は、封印用突部２８１の２つのガイド溝２８２に係合される。２
つの第３刃部（不図示）は、２つの第２刃部３０２と同じ形状であり、２つの第２刃部３
０２と第３の方向Ｚで重なる位置に配置されている。２つの第３刃部は、封印用突部２８
１の２つのスリット２８３内を移動する。
【０２４３】
　切断部材２６３の第２の方向Ｘの両端には、係合片３０７，３０８が設けられている。
図２６に示すように、切断部材２６３の係合片３０７は、カバー部材２６２の係合爪２９
１に係合される。また、切断部材２６３の係合片３０８は、カバー部材２６２の係合爪２
９２に係合される。したがって、カバー部材２６２を封印用突部２７１，２８１から離れ
るように第１の方向Ｙへ移動させると、切断部材２６３がカバー部材２６２と共に移動す
る。
【０２４４】
　図２５に示すように、ストッパ部材２６５は、第３の方向Ｚに対向する上片部３１１及
び下片部３１２と、これら上片部３１１及び下片部３１２に連続する側片部３１３とを有
している。
【０２４５】
　上片部３１１は、平板状に形成されており、第３の方向Ｚに直交する平面を有している
。この上片部３１１の先端には、２つの上爪部３１５が設けられている。２つの上爪部３
１５は、上片部３１１の先端における第２の方向Ｘの両端部にそれぞれ連続しており、第
１の方向Ｙに延びている。２つの上爪部３１５は、封印用突部２７１における２つの爪受
け部２７４の係止面２７４ａに係止される（図２８参照）。
【０２４６】
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　下片部３１２は、平板状に形成されており、第３の方向Ｚに直交する平面を有している
。この下片部３１２の先端には。２つの下爪部３１６が設けられている（図２５では１つ
が示されている）。２つの下爪部３１６は、第３の方向Ｚで２つの上爪部３１５と対向し
ている。２つの上爪部３１５は、封印用突部２８１における２つの爪受け部２８４の係止
面２８４ａに係止される（図２８参照）。
【０２４７】
　上爪部３１５及び下爪部３１６は、本発明の遊技機に係る被係止部の一具体例を示すも
のである。
【０２４８】
　側片部３１３は、平板状に形成されており、第１の方向Ｙに直交する平面を有している
。この側片部３１３には、貫通孔３１８が形成されている。この貫通孔３１８は、封印シ
ール２６４を挟んで切断部材２６３における第１刃部３０１の中央部３０１ａに対向して
いる（図２６参照）。
【０２４９】
　封印シール２６４は、封印用突部２７１，２８１間に切断部材２６３を配置した後に、
封印用突部２７１の上面から封印用突部２８１の下面に跨って貼り付けられる。したがっ
て、封印用突部２７１，２８１に貼り付けられた封印シール２６４は、側方から見た形状
がコ字状になっている。
【０２５０】
　図２７に示すように、封印シール２６４は、略長方形に形成されている。この封印シー
ル２６４には、一方の対角線に沿って延びるインレット部３２１が形成されている。この
インレット部３２１は、ＩＣチップに金属製のアンテナを取り付けて形成されている。
【０２５１】
　また、封印シール２６４には、複数の切込み３２２，３２３，３２４，３２５が設けら
れている。切込み３２２は、封印シール２６４の略中央部に配置されておりＶ字状に形成
されている。切込み３２３は、封印シール２６４の４つの角部に配置されており、Ｌ字状
に形成されている。
【０２５２】
　切込み３２４は、封印シール２６４の幅方向の中央部に適当な間隔をあけて配置されて
おり、十字状に形成されている。また、切込み３２５は、インレット部３２１に沿って並
んでおり、一直線状に形成されている。
【０２５３】
　次に、切断部材２６３による封印シール２６４の切断について、図２８Ａ及び図２８Ｂ
を参照して説明する。
【０２５４】
　図２８Ａに示すように、ケース本体２６１の封印用突部２７１，２８１がカバー部材２
６２に覆われた状態では、ストッパ部材２６５の上爪部３１５が、封印用突部２７１の爪
受け部２７４における係止面２７４ａに係止されている。また、ストッパ部材２６５の下
爪部３１６が、封印用突部２８１の爪受け部２８４における係止面２８４ａに係止されて
いる。
【０２５５】
　したがって、ストッパ部材２６５は、封印用突部２７１，２８１に貼り付けられた封印
シール２６４の移動を係止している。すなわち、熱を加えることで封印シール２６４の付
着力を弱めても、ストッパ部材２６５が移動しなければ、封印シール２６４を移動させる
ことはできない。
【０２５６】
　図２８Ｂに示すように、カバー部材２６２を封印用突部２７１，２８１から離れるよう
に第１の方向Ｙへ移動させると、切断部材２６３がカバー部材２６２と共に第１の方向Ｙ
へ移動する。このとき、ストッパ部材２６５は、封印用突部２７１，２８１に係止されて
いるため、移動しない。したがって、封印シール２６４の付着力が弱くても、封印シール



(32) JP 2013-188391 A 2013.9.26

10

20

30

40

50

２６４は移動しない。
【０２５７】
　切断部材２６３が第１の方向Ｙへ移動すると、切断部材２６３における第１刃部３０１
の中央部３０１ａが封印用突部２７１，２８１の先端面よりも突出し、封印シール２６４
を切断してストッパ部材２６５の貫通孔３１８に進入する。
【０２５８】
　続いて、切断部材２６３が第１の方向Ｙへさらに移動すると、ストッパ部材２６５の上
爪部３１５に第２刃部３０２が当接し、下爪部３１６に第３刃部３０４が当接する。この
とき、切断部材２６３の第１刃部３０１は、封印シール２６４をさらに切断する。
【０２５９】
　そして、切断部材２６３が第１の方向Ｙへさらに移動すると、上爪部３１５が第２刃部
３０２に押し上げられて、爪受け部２７４の係止面２７４ａから外れる。また、下爪部３
１６が第３刃部３０４に押し上げられて、爪受け部２８４の係止面２８４ａから外れる。
このとき、切断部材２６３の第１刃部３０１は、封印シール２６４をさらに切断する。ま
た、第２刃部３０２及び第３刃部３０４は、スリット２７３，２８３内を移動して封印シ
ール２６４を切断する。
【０２６０】
　これにより、ストッパ部材２６５は、切断部材２６３及びカバー部材２６２に押されて
、切断部材２６３及びカバー部材２６２と共に第１の方向Ｙへ移動する。その結果、カバ
ー部材２６２、切断部材２６３及びストッパ部材２６５が封印用突部２７１，２８１から
取り外される。そして、封印シール２６４は、複数に分断される。
【０２６１】
　本実施の形態では、切断部材２６３がカバー部材２６２と共に移動する。このとき、封
印シール２６４の移動を係止するストッパ部材２６５は、切断部材２６３が所定の距離を
移動して封印シールを切断するまで、封印用突部２７１，２８１に係止されている。した
がって、熱を加えて封印シール２６４の付着力を弱めても、封印シール２６４がカバー部
材２６２及び切断部材２６３と共に移動することは無く、切断部材２６３によって封印シ
ール２６４を確実に切断することができる。
【０２６２】
　本実施の形態では、切断部材２６３が所定の距離を移動すると、封印用突部２７１，２
８１によるストッパ部材２６５の係止が解除される構成とした。しかしながら、本発明の
遊技機に係るストッパ部材としては、カバー部材及び切断部材が封印用突部（上ケース部
材と下ケース部材の一部）から外れても、封印用突部に係止され続ける構成であってもよ
い。
【０２６３】
　この場合は、ストッパ部材が切断部材に干渉しないようにする。例えば、封印シール２
６４を挟んで封印用突部２７１の上面及び先端面に対向する第１のストッパ部材と、封印
シール２６４を挟んで封印用突部２８１の下面及び先端面に対向する第２のストッパ部材
を設けてもよい。
【０２６４】
　また、本実施の形態では、切断部材２６３の第２刃部３０２及び第３刃部３０４が、ス
トッパ部材２６５の上爪部３１５及び下爪部３１６の係止を解除する構成とした。しかし
、本発明の遊技機に係る切断部材としては、第２刃部３０２及び第３刃部３０４とは別に
、上爪部３１５及び下爪部３１６の係止を解除する係止解除部を有するものであってもよ
い。
【０２６５】
　また、本実施の形態では、切断部材２６３がストッパ部材２６５の係止を解除する構成
としたが、本発明の遊技機に係る基板ケースの封印機構としては、カバー部材がストッパ
部材の係止を解除する構成であってもよい。
【０２６６】
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　また、本実施の形態では、切断部材２６３の第２刃部３０２及び第３刃部３０４が、ス
トッパ部材２６５の上爪部３１５及び下爪部３１６の係止を解除する構成とした。しかし
、本発明の遊技機に係るストッパ部材２６５の上爪部３１５及び下爪部３１６の係止は、
第２刃部３０２及び第３刃部３０４とは別の部材で解除する構成としてもよい。
【０２６７】
＜光コネクタ用開口部の構造＞
　次に、主制御基板ケース５５に設けられる光コネクタ用開口部の構造について、図２９
及び図３０を参照して説明する。
　図２９は、主制御基板ケース５５の光コネクタ用開口部を示す説明図である。図３０は
、主制御基板ケース５５の上ケース部材２６１ａを取り外して光コネクタを見た状態の説
明図である。
【０２６８】
　主制御基板ケース５５に収納された主制御基板７１（図３０参照）には、光コネクタ３
３１が実装されている。そして、主制御基板ケース５５のケース本体２６１には、光コネ
クタ３３１を露出させる光コネクタ用開口部３３２が設けられている。
【０２６９】
　図２９に示すように、光コネクタ３３１は、光ケーブルと接続するためのケーブル側接
続部３３１ａと、光ケーブルから伝送された光信号を電気信号に変換する変換部３３１ｂ
と、変換部３３１ｂで変換された電気信号を主制御基板７１に伝えるための基板側接続部
３３１ｃとを有する。
【０２７０】
　図２９に示すように、光コネクタ用開口部３３２は、上ケース部材２６１ａに設けられ
たコネクタ用窓３３４と、下ケース部材２６１ｂに設けられた防壁部３３５から構成され
ている。コネクタ用窓３３４は、主制御基板７１に実装された光コネクタ３３１のケーブ
ル側接続部３３１ａ側の全体を露出させる大きさに形成されている。このネクタ用窓３３
４は、上述したコネクタカバー２６７（図２４参照）により開閉される。
【０２７１】
　図３０に示すように、光コネクタ３３１を実装する主制御基板７１は、下ケース部材２
６１ｂの基板載置部３３６に載置され、ねじを用いて締結されている。主制御基板７１に
おける光コネクタ３３１のケーブル側接続部３３１ａ側の前方には、防壁部３３５との干
渉を避けるための切り欠き７１ａが形成されている。そのため、光コネクタ３３１におけ
るケーブル側接続部３３１ａ側の前方には、基板載置部３３６が露出している。
【０２７２】
　防壁部３３５は、光コネクタ３３１におけるケーブル側接続部３３１ａ側の前方に露出
する基板載置部３３６から突出している。この防壁部３３５は、略長方形の板状に形成さ
れており、平面部が光コネクタ３３１における接続部側に対向している。この防壁部３３
５の長さは、ケーブル側接続部３３１ａの高さ方向に直交する方向の長さ以上に設定され
ている。また、防壁部３３５の高さは、主制御基板７１の厚みよりも高く設定されている
。
【０２７３】
　防壁部３３５は、光コネクタ３３１のケーブル側接続部３３１ａに接続される光ケーブ
ル（不図示）と主制御基板７１との間に生じる間隙を塞ぐ。これにより、光ケーブルと主
制御基板７１との間を利用して光コネクタ３３１の基板側接続部３３１ｃにアクセスされ
ることを防いで、不正行為を防止することができる。
【０２７４】
　また、本実施の形態では、防壁部３３５の長さを、ケーブル側接続部３３１ａの高さ方
向に直交する方向の長さ以上に設定する。そのため、コネクタ用窓３３２から見える光コ
ネクタ３３１と主制御基板７１との間に生じる間隙を塞ぐことができ、基板側接続部３３
１ｃに対する不正行為を確実に防止することができる。
【０２７５】
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　また、本実施の形態では、防壁部３３５を、主制御基板ケース５５の主制御基板７１が
取り付けられる側（下ケース部材２６１ｂ）に一体形成した。しかし、本発明の遊技機に
係る防壁部としては、基板に直接取り付ける専用の部材にしてもよい。この場合も、本実
施の形態と同様に、基板に切り欠きを設けて、防壁部を取り付けるスペースを確保すると
よい。これにより、略矩形状の基板を収納する基板ケースの形状を変更せずに、不正行為
の対策を強化することができる。
【０２７６】
　また、本実施の形態では、防壁部３３５と主制御基板７１との干渉を防ぐために、主制
御基板７１に切り欠き７１ａを設けた。しかし、防壁部と基板との干渉を防ぐには、例え
ば、基板に防壁部が挿通される挿通孔を設けてもよい。このとき、挿通孔及び防壁部の挿
通方向と直交する方向の平面形状を略同一にすることで、挿通孔及び防壁部を、基板を基
板ケース（例えば、下ケース部材）に設置する際の位置決め部として利用することができ
る。
【０２７７】
＜締結部材封印機構＞
　次に、副制御基板ケース５７において適用された締結部材封印機構について、図３１～
図３４を参照して説明する。
　図３１は、副制御基板ケース５７の側面を示す説明図である。図３２は、副制御基板ケ
ース５７の締結部材封印機構を示す斜視図である。図３３は、締結部材封印機構の分解斜
視図である。図３４は、締結部材封印機構の縦断面図である。
【０２７８】
　図３１に示すように、副制御基板ケース５７は、上ケース部材３４１と、下ケース部材
３４２から構成されている。上ケース部材３４１には、結合部３４４が設けられている。
また、下ケース部材３４２には、固定部３４５が設けられている。
【０２７９】
　上ケース部材３４１の結合部３４４は、下ケース部材３４２の固定部３４５に締結部材
の一具体例を示すねじを用いて締結される。この結合部３４４は、有底の筒状に形成され
ており、固定部３４５に当接する底部を有している。この底部には、ねじが貫通する貫通
孔が形成されている。結合部３４４の筒孔には、後述する第１封印部材３５２の筒部３６
１が挿入される。
　固定部３４５には、ねじが螺合するねじ穴（不図示）は形成されている。そして、結合
部３４４には、締結部材封印機構であるねじ封印機構３５１が設けられている。
【０２８０】
　なお、上ケース部材３４１の結合部３４４は、フロントドア２ｂ（図６参照）に直接締
結してもよい。この場合は、下ケース部材３４２の固定部３４５には、ねじが貫通する貫
通孔を設ける。または、下ケース部材３４２に固定部３４５を設けなくてもよい。
【０２８１】
　図３２～図３４に示すように、ねじ封印機構３５１は、第１封印部材３５２と、第２封
印部材３５３と、結束部材３５４と、上ケース部材３４１の結合部３４４から構成されて
いる。
【０２８２】
　第１封印部材３５２は、筒部３６１と、この筒部３６１の軸方向の一端に連続する係合
受け部３６２とを有している。筒部３６１は、有底の略円筒状に形成されており、底板３
６４を有している（図３４参照）。この底板３６４には、貫通孔３６４ａが形成されてい
る。底板３６４の貫通孔３６４ａには、副制御基板ケース５７（図３１参照）の結合部３
４４と固定部３４５とを締結するためのねじが貫通する。
【０２８３】
　係合受け部３６２は、筒部３６１の底板３６４と反対側の端部に連続している。この係
合受け部３６２は、筒部３６１に連続する鍔片３６６と、この鍔片３６６から略垂直に立
ち上がる３つの壁片３６７，３６８，３６９から構成されている。鍔片３６６は、外周の
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輪郭が略長方形に形成されており、筒部３６１の軸方向に直交する上面３６６ａを有して
いる。
【０２８４】
　壁片３６７，３６８は、鍔片３６６の短辺にそれぞれ連続しており、互いに対向してい
る。壁片３６９は、鍔片３６６の一方の長辺に連続しており、壁片３６７，３６８にも連
続している。壁片３６７には、略四角形の挿通孔３６７ａが形成されており、壁片３６８
には、略四角形の挿通孔３６８ａが形成されている。挿通孔３６７ａと挿通孔３６８ａは
、略等しい大きさに設定されており、対向している。
【０２８５】
　第２封印部材３５３は、キャップ部３７１と、このキャップ部３７１から突出する嵌入
突部３７２から構成されている。キャップ部３７１は、略直方体状に形成されており、上
面３７１ａと、底面３７１ｂと、４つの側面３７１ｃ，３７１ｄ，３７１ｅ，３７１ｆを
有している。このキャップ部３７１には、第１の貫通孔３７４と、第２の貫通孔３７５が
形成されている。
【０２８６】
　第１の貫通孔３７４及び第２の貫通孔３７５は、キャップ部３７１の互いに反対側とな
る側面３７１ｃ，３７１ｅに開口されている。また、第１の貫通孔３７４及び第２の貫通
孔３７５は、上下方向に適当な距離をあけて配置されている。
【０２８７】
　嵌入突部３７２は、キャップ部３７１の底面３７１ｂから略垂直に突出しており、平面
形状が十字状に形成されている。この嵌入突部３７２は、第１封印部材３５２における筒
部３６１の筒孔に嵌入される。
【０２８８】
　図３２に示すように、結束部材３５４は、第１封印部材３５２と第２封印部材３５３を
封印する。この結束部材３５４には、特定（正規）の結束部材であることを表すためにタ
グ３７８が取り付けられている。
【０２８９】
　第２封印部材３５３の第２の貫通孔３７５及び上面３７１ａは、結束部材３５４の結束
箇所を覆う。すなわち、第２封印部材３５３の第２の貫通孔３７５及び上面３７１ａは、
結束部材３５４の結束箇所を覆うカバー部の一具体例を示すものである。このカバー部に
より、結束部材３５４の結束箇所を再利用可能なように解除されることを防止できる。
【０２９０】
　ねじ封印機構３５１を用いて上ケース部材３４１と下ケース部材３４２を締結するねじ
を封印するには、まず、第１封印部材３５２の筒部３６１を、結合部３４４の筒孔に挿入
する。これにより、筒部３６１の底板３６４が結合部３４４の底板に当接する。
【０２９１】
　次に、第１封印部材３５２における筒部３６１の筒孔にねじを挿入して、第１封印部材
３５２と、結合部３４４と、固定部３４５をねじにより締結する。これにより、副制御基
板ケース５７の上ケース部材３４１と下ケース部材３４２がねじにより締結される。また
、第１封印部材３５２は、結合部３４４を挟んで固定部３４５に締結される。
【０２９２】
　続いて、第２封印部材３５３の嵌入突部３７２を、第１封印部材３５２の筒部３６１に
おける筒孔に嵌入する。これにより、第２封印部材３５３のキャップ部３７１における底
面３７１ｂが、第１封印部材３５２の鍔片３６６における上面３６６ａに当接する。また
、第１封印部材３５２の挿通孔３６７ａ，３６８ａと、第２封印部材３５３の第１の貫通
孔３７４が対向する。
【０２９３】
　次に、第１封印部材３５２の挿通孔３６７ａ，３６８ａと、第２封印部材３５３の第１
の貫通孔３７４及び第２の貫通孔３７５に結束部材３５４を通して、第１封印部材３５２
と第２封印部材３５３を結束する。これにより、ねじ封印機構３５１の取り付けが完了す
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る。
【０２９４】
　本実施の形態では、結束部材３５４を工具で切断して、第２封印部材３５３を第１封印
部材３５２から取り外すことにより、上ケース部材３４１と下ケース部材３４２を締結す
るねじを露出させることができる。したがって、封印機構を押圧して破壊するような腕力
が必要ない。また、誤って締結部分等の他の構成部品を傷つけないようにすることができ
る。さらに、第１封印部材３５２と第２封印部材３５３を再利用することができる。
【０２９５】
　また、本実施の形態では、副制御基板ケース５７の上ケース部材３４１と下ケース部材
３４２を締結するねじを封印するねじ封印機構３５１を設けた。しかし、本発明の遊技機
に係る締結部材封印機構としては、少なくとも２つの部材を締結する締結部材を封印する
場合に適用できる。
【０２９６】
　また、本実施の形態では、第２封印部材３５３に第１の貫通孔３７４と第２の貫通孔３
７５を設ける構成とした。しかし、少なくとも１つの貫通孔を設ければ、第１封印部材と
第２封印部材とを結束部材３５４によって結束することができる。
【０２９７】
　また、本実施の形態では、第１封印部材３５２に第２封印部材３５３を係合させると、
第１封印部材３５２の挿通孔３６７ａ，３６８ａと第２封印部材３５３の第１の貫通孔３
７４が対向する構成とした。しかし、本発明の遊技機に係るねじ封印機構としては、第１
封印部材の挿通孔と第２封印部材の少なくとも１つの貫通孔に結束部材を挿通されること
ができれば、両孔が対向していなくてもよい。
【０２９８】
　また、本実施の形態では、締結部材としてねじを用いたが、本発明に係る締結部材とし
ては、例えば、ボルト、リベット、ピンなどを用いてもよい。また、ねじの種類としては
、例えば、ナベ小ねじ、皿小ねじ、トラス小ねじ、丸皿小ねじ等を挙げることができる。
また、ボルトの種類としては、例えば、六角ボルト・十字穴付アブセットボルト・六角穴
付ボルト蝶ボルト・フランジボルト・アイボルト等を挙げることができる。
【０２９９】
＜ホッパー装置の構成＞
　次に、ホッパー装置５１の構成について、図３５を参照して説明する。
　図３５は、ホッパー装置５１の斜視図である。
【０３００】
　図３５に示すように、ホッパー装置５１は、メダルを多数貯留するバケット３８１と、
バケット３８１が取り付けられるベース部材３８２と、ベース部材３８２の内部に収容さ
れる払出ユニット（不図示）を備えている。
【０３０１】
　払出ユニットは、メダルを一定姿勢にして１枚ずつ払出す機能を有しており、バケット
３８１に集積されたメダルを回転しながら順次払出すコインディスクを有している、ベー
ス部材３８２は、メダル払出口３２を有している。バケット３８１に集積されたメダル払
出ユニットのコインディスクが駆動することにより、１枚ずつメダル払出口３２から排出
される。
【０３０２】
　バケット３８１は、水平面に対して略垂直な壁面から形成された上端開口部３８４と、
上端開口部３８４に連続して所定の角度で傾斜する傾斜側壁部３８５とを有している。上
端開口部３８４は、平面形状が略矩形に形成されている。上端開口部３８４の１つの角部
には、セレクタ６６から導かれたメダルが衝突するメダル衝突部３８６と、メダル衝突部
３８６に連続する排出ガイド３８７が設けられている。
【０３０３】
　排出ガイド３８７は、バケット３８１から溢れるメダルを、バケット３８１の外部へ導
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く。この排出ガイド３８７は、メダル衝突部３８６側から先端側に向かうに連れて低くな
るように傾斜した傾斜面３８７aを有している。排出ガイド３８７によって導かれたメダ
ルは、メダル補助収納庫５２（図５参照）に貯留される。
【０３０４】
　メダル衝突部３８６は、排出ガイド３８７の傾斜面３８７ａに連続する傾斜面である。
このメダル衝突部３８６の傾斜角度は、排出ガイド３８７における傾斜面３８７ａの傾斜
角度と等しく設定されている。セレクタ６６に導かれてメダル衝突部３８６に衝突したメ
ダルは、弾んでバケット３８１の傾斜側壁部３８５へ向う。このとき、バケット３８１に
貯留されるメダルの量が一定量に達していない場合は、メダルが傾斜側壁部３８５に沿っ
てバケット３８１内を移動する。これにより、メダルをバケット３８１に均一に収容する
ことができる。
【０３０５】
　一方、バケット３８１に貯留されるメダルの量が一定量に達している場合は、メダルが
メダル衝突部３８６の傾斜面に衝突して弾み、バケット３８１内に貯留されたメダルに衝
突してメダル衝突部３８６の傾斜面に戻る。そして、メダルは、自重によりメダル衝突部
３８６の傾斜面上及び排出ガイド３８７の傾斜面３８７ａ上を移動してメダル補助収納庫
５２側に向かう。
【０３０６】
　本実施の形態では、メダル衝突部３８６における傾斜面の傾斜角度を、排出ガイド３８
７における傾斜面３８７ａの傾斜角度と等しくした。これにより、バケット３８１に所定
量のメダルが貯留されている場合に、セレクタ６６のメダル案内路６６ｂに導かれてメダ
ル衝突部３８６に衝突するメダルを排出ガイド３８７によってメダル補助収納庫５２へ導
き易くすることができる。つまり、メダルは、メダル衝突部３８６に載置された状態で維
持されない。その結果、バケット３８１に所定量以上のメダルが貯留されて、メダルがバ
ケット３８１の外部へ溢れることを防止することができる。
【０３０７】
　また、本実施の形態では、バケット３８１の上端開口部３８４とメダル衝突部３８６と
を一体に形成する構成にした。しかし、本発明の遊技機に係るメダル衝突部としては、バ
ケット３８１の上端開口部３８４に着脱可能な構成にしてもよい。
【０３０８】
＜メダル補助収納庫の構成＞
　次に、メダル補助収納庫５２の構成について、図３６～図３８を参照して説明する。
　図３６は、メダル補助収納庫５２の斜視図である。図３７は、メダル補助収納庫５２の
貫通孔を底蓋で閉じた状態の説明図である。図３８は、メダル補助収納庫５２の底蓋を開
いて貫通孔を露出させた状態の説明図である。なお、図３７及び図３８では、メダル補助
収納庫５２のメダルガイドを外したものを示している。
【０３０９】
　図３６に示すように、メダル補助収納庫５２は、収納庫本体３９１と、メダルガイド３
９２とを備えている。
　収納庫本体３９１は、上面が開口された長方形の箱状に形成されている。この収納庫本
体３９１は、第１壁板３９１ａと、第１壁板３９１ａに対向する第２壁板３９１ｂと、第
１壁板３９１ａ及び第２壁板３９１ｂに垂直な第３壁板３９１ｃ及び第４壁板３９１ｄと
、底板３９１ｅとを有している。
　すなわち、第１壁板３９１ａ、第２壁板３９１ｂ、第３壁板３９１ｃ及び第４壁板３９
１ｄは、底板３９１ｅから立ち上がる周壁部を形成している。
【０３１０】
　メダル補助収納庫５２をキャビネット２ａ（図５参照）に配設すると、第１壁板３９１
ａは、ホッパー装置５１に対向する。第３壁板３９１ｃには、接地用孔３９４と、センサ
挿入孔３９５Ａ，３９５Ｂが形成されている。収納庫本体３９１内に貯留されたメダルは
、接地用孔３９４から収納庫本体３９１内に挿入される接地線を用いて接地される。
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【０３１１】
　センサ挿入孔３９５Ａ，３９５Ｂは、底板３９１ｅから所定の高さとなる位置に設けら
れている。センサ挿入孔３９５Ａ，３９５Ｂから収納庫本体３９１内に挿入されるセンサ
は、収納庫本体３９１内に貯留されたメダルを介して電気的に導通されることにより、所
定量のメダルが貯留されたことを検出する。
【０３１２】
　メダルガイド３９２は、収納庫本体３９１に着脱可能に構成されている。このメダルガ
イド３９２は、第２壁板３９１ｂの上端に係合する取付係合部３９７と、この取付係合部
３９７から突出して収納庫本体３９１内に配置されるガイド片３９８とを有している。
【０３１３】
　取付係合部３９７は、第２壁板３９１ｂの上端が挿入される係合溝（不図示）を有して
いる。また、取付係合部３９７には、防壁片３９７ａが設けられている。防壁片３９７ａ
は、第２壁板３９１ｂの上端に沿って形成されており、ホッパー装置５１の排出ガイド３
８７に導かれて供給されるメダルが収納庫本体３９１の外部へ飛び出ることを防止する。
【０３１４】
　ガイド片３９８は、ホッパー装置５１の排出ガイド３８７に導かれて供給されたメダル
を、第１壁板３９１ａへ向かうように案内する。このガイド片３９８は、少なくとも収納
庫本体３９１の第１壁板３９１ａ及び底板３９１ｅに向かって傾斜する２つの傾斜面３９
８ａ，３９８ｂを有している。傾斜面３９８ａは、取付係合部３９７に連続し、傾斜面３
９８ｂは傾斜面３９８ａに連続している。これら傾斜面３９８ａ，３９８ｂは、それぞれ
異なる傾斜角度に設定されている。
【０３１５】
　これにより、メダル補助収納庫５２に導かれたメダルは、第１壁板３９１ａ又は後述す
る底蓋４０１に衝突してから収納庫本体３９１内に貯留される。したがって、収納庫本体
３９１に貯留されるメダルが第２壁板３９１ｂ側に偏ることを防止することができる。
【０３１６】
　また、ホッパー装置５１から供給されたメダルは、メダルガイド３９２と、第１壁板３
９１ａ又は後述する底蓋４０１に衝突してから収納庫本体３９１に貯留される。このとき
、メダルは、２回の衝突を経ることで安定した姿勢（平面が上下方向に交差する姿勢）で
収納庫本体３９１に落下する。その結果、収納庫本体３９１内でメダルが起立した状態に
なることを抑制することができる。
【０３１７】
　本実施の形態では、メダルガイド３９２を収納庫本体３９１に対して着脱可能に構成し
た。しかし、本発明の遊技機に係るメダルガイドとしては、収納庫本体と一体に構成して
もよい。
【０３１８】
　また、本実施の形態では、第３壁板３９１ｃに接地用孔３９４と、センサ挿入孔３９５
Ａ，３９５Ｂを形成する構成とした。しかし、本発明の遊技機に係る接地用孔３９４及び
センサ挿入孔３９５Ａ，３９５Ｂは、第４壁板３９１ｄに形成してもよく、また、第３壁
板３９１ｃと第４壁板３９１ｄの両方に形成してもよい。
【０３１９】
　第３壁板３９１ｃと第４壁板３９１ｄに接地用孔３９４及びセンサ挿入孔３９５Ａ，３
９５Ｂを形成すると、収納庫本体３９１をパチスロ１の内部に配置する場合に、第３壁板
３９１ｃ又は第４壁板３９１ｄのいずれかを接地線及びセンサ側に配置すればよい。これ
により、収納庫本体３９１をパチスロ１の内部に容易に配置することができる。
【０３２０】
　図３７及び図３８に示すように、収納庫本体３９１内には、底蓋４０１が配設されてい
る。また、収納庫本体３９１の底板３９１ｅには、排出孔３９９が形成されている。排出
孔３９９は、メダル補助収納庫５２に導かれたメダルを自動的にパチスロ１の外部へ排出
する場合に用いられる。したがって、キャビネット２ａの排出孔３９９に対向する部分に
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は、排出口（不図示）が設けられている。この排出口から排出されたメダルは、排出口に
対向して配置されたベルトコンベアなどの搬送装置により所望の場所に搬送される。
【０３２１】
　底蓋４０１は、略長方形の板体からなり、長手方向の長さが第３壁板３９１ｃの内面か
ら第４壁板３９１ｄの内面までの距離よりも少し短い長さに設定されている。底蓋４０１
の幅方向の一端部は、第３壁板３９１ｃ及び第４壁板３９１ｄに回動可能に軸支されてい
る。
【０３２２】
　図３７に示すように、底蓋４０１を回動させて閉位置に配置すると、底板３９１ｅの排
出孔３９９が底蓋４０１によって閉じられる。このとき、底蓋４０１は、底板３９１ｅの
内面と段差がない状態になる。つまり、底板３９１ｅの内面には、底蓋４０１が配置され
る蓋用凹部３９１ｆ（図３８参照）が形成されている。
【０３２３】
　図３８に示すように、底蓋４０１を回動させて開位置に配置すると、底板３９１ｅの排
出孔３９９が露出される。このとき、底蓋４０１の幅方向の他端部が第１壁板３９１ａの
内面当接し、底蓋４０１は、第１壁板３９１ａに対して傾斜する。そして、底蓋４０１は
、メダルガイド３９２によって導かれて第１壁板３９１ａに向かって進行したメダルを排
出孔３９９側に案内する。
【０３２４】
　また、収納庫本体３９１には、底蓋４０１を付勢する付勢部材（不図示）が設けられて
いる。この付勢部材は、底蓋４０１が閉位置と開位置との中間点よりも閉位置側に位置す
る場合に底蓋４０１を閉じる方向に付勢し、底蓋４０１が閉位置と開位置との中間点より
も開位置側に位置する場合に底蓋４０１を開く方向に付勢する。
【０３２５】
　本実施の形態では、底板３９１ｅの排出孔３９９を開閉する底蓋４０１が収納庫本体３
９１に回動可能に軸支されているため、底蓋４０１を、収納庫本体３９１とは別に保管及
び管理する必要がない。また、底蓋４０１は、開位置又は閉位置のいずれかに常に付勢さ
れているため、収納庫本体３９１に貯留されるときのメダルの衝撃で底蓋４０１の位置が
ずれないようにすることができる。また、仮にメダルの衝撃で底蓋４０１の位置が一時的
にずれたとしても、付勢部材の付勢により底蓋４０１を正規の位置に復帰させることがで
きる。
【０３２６】
　本実施の形態では、開位置に配置された底蓋４０１が第１壁板３９１ａ側に立ち上がる
構成とした。しかし、本発明の遊技機に係る底蓋としては、第２壁板３９１ｂ側に立ち上
がるように収納庫本体３９１に軸支されていてもよい。この場合は、上述のメダルガイド
３９２を設けなくても、ホッパー装置５１の排出ガイド３８７に導かれて供給されるメダ
ルを底蓋で排出孔３９９側に案内することができる。
【０３２７】
＜変形例＞
　以上、本発明の一実施形態に係る遊技機について、その作用効果も含めて説明したが、
本発明はここで説明した実施の形態に限定されるものではない。特許請求の範囲に記載し
た本発明の要旨を逸脱しない限り、種々の実施の形態を含むことは言うまでもない。
【０３２８】
　図３９は、投入口部材のその他の例を示す斜視図である。
　図３９に示す投入口部材５０２は、フロントドア２ｂの台座部１２（図２参照）に組み
込まれており、台座部１２の表面と略面一（段差がない状態）となるように形成されてい
る。この投入口部材５０２は、例えば、亜鉛、亜鉛合金などの金属をダイカスト鋳造する
ことで一体形成されている。そして、投入口部材５０２の表面には、見栄えを向上させる
ために、クロムメッキ、銀メッキ、亜鉛メッキ等のメッキ処理が施されている。
【０３２９】
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　投入口部材５０２には、メダル投入口５０４と、メダルをメダル投入口５０４に案内す
るメダル案内面５０５（図１８参照）と、ローラ５０６と、メダル返却ボタン５０７と、
メダル出口部（不図示）が設けられている。
【０３３０】
　メダル案内面５０５は、円弧状の溝を設けることにより形成されている。このメダル案
内面５０５は、メダル投入口５０４に向かって下降するように傾斜しており、複数枚のメ
ダルを起立させて載置できる長さに設定されている。メダル案内面５０５の傾斜角度につ
いては、上述した実施の形態のメダル案内面２０５（図１７参照）と同様に、適宜設定す
ることができる。
【０３３１】
　ローラ５０６は、投入口部材５０２の裏面側に設けられたローラ支持部５０８に回転可
能に支持されている。このローラ５０６は、投入口部材５０２の裏面側に配置されており
、その一部が、メダル投入口５０４を形成する壁面に設けられた開口部５０９から露出さ
れている。
【０３３２】
　ローラ５０６は、メダル投入口５０４の上方に位置するメダルに接触して回転し、メダ
ルの進行方向をメダル投入口５０４へ向かう方向に変更する。これにより、メダルは、メ
ダル投入口５０４へ円滑に進入する。このローラ５０６は、例えば、ウレタンゴムによっ
て形成されている。また、ローラ５０６の表面には、メダルとの間に生じる摩擦抵抗を向
上させるために、ローレット加工などの滑り止め加工が施されている。
【０３３３】
　メダル返却ボタン５０７は、メダル案内面２０５の側方に配置されている。このメダル
返却ボタン５０７を押圧操作すると、メダルがメダル払出口３２（図２参照）から排出さ
れる。メダル出口部（不図示）は、上述した実施の形態のメダル出口部２０６（図１８参
照）と同様に形成されており。メダル投入口５０４に連通するメダル出口を有している。
このメダル出口部には、メダル通路部材２０３（図１８参照）が接続されている。
【符号の説明】
【０３３４】
　１…パチスロ（遊技機）、　２…外装体、　２ａ…キャビネット、　２ｂ…フロントド
ア、　４…表示窓（図柄表示領域）、　７…把手、　１０…上パネルユニット、　１１…
液晶表示装置、　１２…台座部、　１３…枠部材、　１４…情報表示窓、　１５…ストッ
プボタン取付部、　１６…窓カバー、　１７…シート載置部、　１９Ｌ…左ストップボタ
ン、　１９Ｃ…中ストップボタン、　１９Ｒ…右ストップボタン、　２１…メダル投入口
、　３１…腰部パネルユニット、　３２…メダル払出口、　３４…メダルトレイユニット
、　４１…ミドルドア、　４２…キャビネット側スピーカ、　４３Ｌ，４３Ｒ…取付ブラ
ケット、　５１…ホッパー装置（メダル払出装置）、　５２…メダル補助収納庫、　５５
…主制御基板ケース、　５７…副制御基板ケース、　７１…主制御基板、　７２…副制御
基板、　９１…主制御回路、　１０１…副制御回路、１８１…装飾パネル、　１８２…腰
部パネル枠（パネル枠）、　１８２ａ…上辺部、　１８２ｂ…底辺部、　１８２ｃ…左辺
部、　１８２ｄ…右辺部、　１８２ｅ…開口部、　１８３Ｌ，１８３Ｒ…リアカバー、　
１８５，１８６，１８７，１８８，１８９…ＬＥＤ基板、　１９１…腰部ベース、　１９
３…腰部駆動基板
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